


 
 

 
9 5 1 00 5  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

124  
 

 .......  1 

   .......  2 
 

 
   
   .......  4 
 

 
   ....... 14 

 
  

   
   

   
   
   
   

 ....... 28
   ....... 39 

 
   ....... 40 

  ....... 41 
 

 



－1－

1 

 
 

公益社団法人 全国少年警察ボランティア協会 

理事長 山田 晋作氏 
 
 
 
 

本年度の少年警察ボランティア研修会を始め

るに当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

本日の研修会には、学生ボランティア、学生

ボランティアのお世話をいただく都道県警察少

年課担当官及び諸大学の先生方の皆様に、ご多

忙中のところ、遠路ご参加いただきましてあり

がとうございます。 

またこの研修会の開催に当たっては、警察庁

及び公益財団法人全国防犯協会連合会のご後援、

公益財団法人日工組社会安全研究財団のご助成

をいただいておりますが、本日は、警察庁から、

村上尚久少年課長殿に、公益財団法人全国防犯

協会連合会から田中法昌専務理事殿にお越しを

いただき、厚くお礼を申し上げます。 

さて、少年警察学生ボランティアの制度は、

少年の非行防止や健全育成の活動に、少年たち

に年齢的にも意識的にも近い大学生など若い

方々に参加いただくようにと考えて始められた

ものですが、現段階で、約3,500人の方に参加い

ただくに至っております。 

少年警察学生ボランティアの皆様は、委嘱或

いは登録をされた都道府県警察で、活動の要領

や留意点などについて、研修や指導を受けてお

られると思いますが、活動を続けていく上で、

他の地域の活動状況なども知って視野を広げて

いただくことも大切であり、また励ましにもな

ると考え、平成18年度から、今回のような研修

会を始めました。研修会は、初回は全国規模で

行いましたが、２回目からは、全国を東西に分

けて１年交代で東日本地域と西日本地域で行っ

て、東日本地域での開催は今回で７回目となり

ます。 

皆さんが、ボランティアとして、少年の補導

や健全育成のための活動に携わられますと、子

どもたちと直に接するわけですから、予期せぬ

ことに出くわして苦労されることもありましょ

うが、その代わり、子どもたちの笑顔に接した

り、子どもやその保護者から感謝の言葉を聞く

とか、人々から高く評価されることもあって、

同年代の方々との付き合いなどからは得られな

い満足感も得られるのではないか。さらに、ご

自身も、辛抱強さ、協調性、相手への思いやり

などが身につくといったこともあろうかと思い

ます。これまでの研修会での意見発表でも、何

人もの方がただ今申したようなことを述べてお

られます。 

私たちは、「地域の少年は地域で守り育てる」

をモットーに、活動を続けてきましたが、これ

からも続けて参ります。学業その他でお忙しい

中、力を貸していただける皆さん方に感謝いた

しますとともに、こころ強く感ずる次第であり

ます。皆さん方のご参加を得て、さらに活動が

活発に展開されるよう期待しております。 

本日の研修会は、初めに、警視庁少年育成課

主査、少年相談専門職員 原 俊明様（警察庁

指定広域技能指導官）に基調講演を頂き、いっ

たん休憩後、パネルディスカッションに入り、

文化学園大学名誉教授 野口京子様のコーディ

ネートで、本日参加の学生ボランティアを代表

して６人がパネリストとなって、まず意見発表

を行っていただきます。つづく第２部では、会

場の参加者にも加わっていただき、質疑応答と

ディスカッションを行います。 

本日の研修会が実り多いものとなりますよう、

ご協力をお願いしまして、私の挨拶といたしま

す。 

主催者あいさつ 
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そのような意味で、年齢が近いだけではなく

て、文化というか背景なり発達過程、通過儀礼

と言ってもいいかもしれませんが、そういった

ものをご自身が経験して、何で子どもたちがこ

ういう落とし穴に陥るのだろう、何で子どもた

ちがこういう方向に行ってしまうのだろう、そ

こに気持ちが寄せられるような皆さんにご活躍

いただく部分は非常に大きくなっていると思い

ます。 

実際にサイバーパトロールでは、ネット上の

いろいろな書き込みを見て、「これは多分こうい

うことじゃないですか」とか、われわれ大人な

り警察官が気付かないようなところから、「この

子どもについては注意したほうがいいと思いま

す」、「こういう声掛けをしたほうがいいんじゃ

ないか」と、大変効果的にご協力いただいてい

る例もたくさんあると都道府県警察から報告を

受けています。 

本日の研修会は、長年少年相談等でご活躍い

ただいている心理の相談員からの講演、皆さん

が参加するパネルディスカッション等が行われ

ると伺っています。この研修会を通じていろい

ろな知見や悩み、皆さんがそれぞれの場所でや

っている経験を共有していただくことは非常に

有意義なものだと思っています。本日の研修会

が大きな成果を挙げることを祈念しますととも

に、本研修会を開催されている全国少年警察ボ

ランティア協会に感謝を申し上げまして私から

のあいさつとさせていただきます。 

 
 
 

警察庁生活安全局 少年課長 村上 尚久氏 
 
 
 

ただ今ご紹介をいただきました警察庁生活安

全局少年課長の村上です。本日は全国少年警察

学生ボランティア研修会にお招きをいただきま

して誠にありがとうございます。また、皆さん

が学業の傍ら、それぞれの地域で普段から少年

警察の活動にご協力をいただいて、非行防止あ

るいは健全育成の分野で一生懸命ご協力をいた

だいておりますことにこの場をお借りしてあら

ためてお礼を申し上げたいと思います。 

さて、少年非行について申し上げますと、既

にご存じのとおり数は減っています。これは少

年人口が減っていることもありますし、人口当

たりの非行率が落ちていることもあります。統

計だけ言うと、昭和58年が戦後最多でしたが、

このころに比べると数としては８分の１まで減

っている状況です。 

では、子どもたちへの対応が楽になったのか

というと必ずしもそうではないとわれわれは思

っています。特に最近では少年非行・犯罪とい

う観点から見ても、被害という観点から見ても、

やはり中身が大きく変わっています。これは皆

さんのほうが詳しいと思いますが、例えば30年、

40年前、私自身が高校生のころを思い起こして

みると、確かに学校が荒れていました。少年非

行が新聞等で報じられる機会も多かったと思い

ますが、ぱっと見て服装とかで暗に分かりやす

かった。大体どういったことをやっているかと

いうと、かっぱらいだったりひったくりだった

り万引であったり暴行であったりカツアゲだっ

たり。都市部に行くとたむろしている場所があ

って、そこで補導するという状況でしたが、最

近はかなり様変わりしており、その原因の一つ

はスマホ・SNSです。別の言い方をすると非常

に分かりにくくなった。非行なり犯罪という観

点から見ても、昔の非行グループは学校に行く

と10人ぐらいが集まるようなグループがあっ

て、そいつらの動向を警察なり学校で見ていれ

ば大体の様子はつかめたのが、最近は必ずしも

学校単位ではなくて、SNSでつながって、下手

をすると隣の県とかもっと遠隔地。それで夏休

みになると一緒になって何かやろうぜというよ

うなことで、結び付きが分かりにくくなってい

ます。 

被害のほうも同じようなことが言えます。こ

れも言うまでもなくSNS・インターネットで、

親も学校も警察も見えないところで、一体全体

誰が被害に遭っているのか、そういう被害に遭

う危険性が高いかが非常に分かりにくくなって

いるということがあるかと思います。 

すべて警察で対応できるわけではありません

が、当然われわれ警察のほうでも警察庁、それ

ぞれの県警本部、各署で中身が変わったことに

応じた啓蒙・啓発、防止策、あるいは検挙に力

を入れていますが、従来の手法ではなかなかカ

バーしきれない部分が多いという話を日々いろ

いろなところから聞きます。 

技術的なことについて、新しいSNSにはどん

なものができたのか、TwitterなりFacebook、

最近だとTikTok。そういったものがどういうサ

ービスで、どこにどういう問題があるのかはお

いおい時間が来て学べば分かりますが、恐らく

一番の問題は、どうして子どもたちがネットを

通じて悪いことをしようという心になるのか、

あるいはお互いに誘ってそういうことになるの

か。特に性被害ですが、ネットで見ず知らずの

人とやりとりをして、写真を送ってみたり、会

ってみたり、そういう気持ちになってしまうの

か。子どもたちの犯罪、あるいは被害に遭って

しまうきっかけとなるような考え方、行動様式

について、自分たち自身はそういう時代を経験

していないので、恐らく現場でもなかなかその

辺が十分理解できない。 

来賓あいさつ 
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「少年相談から見た少年たちの事情」 
警察庁指定広域技能指導官 

警視庁生活安全部少年育成課主査 原 俊明氏 
 
 

皆さん、こんにちは。ただ今ご紹介いただ

きました警視庁少年育成課の台東少年センタ

ーで心理の相談員をしている原と申します。

本日は北海道から中部地域までの地域からた

くさんの大学生の皆さんにお集まりいただき、

その前でお話をする機会をいただき、大変光

栄に思っています。 

実は、私は2007年にもこの研修会でお話し

させていただいたことがあります。そのとき

の内容を読み返してみたところ、当時と今と

で考え方はあまり変わっておらず、同じよう

な考え方で今も仕事をしていると感じました。

進歩がないじゃないかと言われそうですが、

考え方が変わっていないのなら、当時の原稿

を今回もそのまま読んでしまおうかとも思っ

たのですが、そういうわけにもいきませんの

で、本日はまた新たな気持ちでお話をさせて

いただこうと思います。 

皆さんそれぞれの地域で活動されています

が、それぞれの地域の実情によってさまざま

な役割で、名称もそれぞれ付けて活動してい

ると思います。活動内容には違いはあるのか

もしれませんが、少年たちのために活動して

くださっているという点では共通だろうと思

います。 

警視庁でも大学生のボランティアが街頭補

導とか学習支援、さまざまな体験活動、立ち

直り支援活動をしてくれています。またそれ

とは別に、犯罪などの被害体験をした少年に

対して継続的かつ個別に支援する被害少年サ

ポーターというボランティアがありますが、

その中にも大学生が何人かいます。このよう

に警視庁でも大学生の皆さんに大変お世話に

なっています。 

 

■自己紹介 

 

少し自己紹介をさせていただきます。普段

私は少年相談という仕事をしています。大学

で心理学を学び、卒業して警視庁に採用され、

それ以後、非行等のさまざまな問題を抱えた

少年や保護者、学校の先生など関係者の方々

からお話を伺いながら、どうしてこういう問

題が起きてしまったのか、それを解決してい

くためにはどのようにしていけばいいかとい

うことについて、相談者の方とご一緒に考え

る、そういう仕事をしています。 

警視庁では少年センターと呼んでいますが、

都内には少年センターが８カ所あります。こ

れまで私は、主に少年センターで勤務してき

ました。少年センターの活動を大ざっぱに申

しますと、少年補導、少年相談、そして少年

の立ち直り支援に関わるさまざまな活動です。

その活動は、皆さんのような大学生ボランテ

ィアとか、他にも地域のボランティアの皆様

に大変なご協力をいただきながら進められて

います。 

 

■少年相談 

 

私は少年相談を専門に受けるという仕事を

しており、１年間で延べ数百件の少年相談を

受けています。どのような問題に関する相談

かというと、皆さんも想像がつくと思います

が、一番多いのは、盗み、性非行、家出、無

断外泊、暴力等の非行に関する相談です。そ

れから、家庭内暴力とか家の中のお金を何度

も持ち出して浪費してしまう、あるいは親子

の折り合いが悪くて、親子げんかが繰り返さ

れて困っているという家庭内で起きている問

講   演 

題です。次に、校内暴力とか不登校等の学校

で起きている問題です。また、いじめとか犯

罪等の被害に遭い心身が傷つけられて日常生

活に支障を来しているような被害に関する相

談もあります。このように非常に多岐にわた

った相談を受けています。 

本日は私がこれまで経験してきた事例を念

頭に置きながら、「少年相談から見た少年たち

の事情」というテーマで、問題を抱えている

少年たちの、その問題の裏にある少年個々の

事情に目を向けながら、皆さんが少年たちに

関わっていくときにどのような関わり方がで

きるだろうかという点について、ヒントにし

ていただけるようなお話ができればいいなと

考えています。 

私は普段は小さな相談室で、１対１とか１

対２で話し合いをする、対話をするというこ

とをしていますので、こういう大きなところ

で大勢の皆さんに一堂にお話しするのはあま

り慣れてはいませんが、皆さん遠いところか

ら集まってきていただいていますので、頑張

ってお話をさせていただきたいと思います。 

皆さんが今の活動の中で関わっている少年、

以前関わりを持ったけれど今はちょっと切れ

てしまっている少年、あるいは街頭で声を掛

けた少年とか、そういう少年の中で印象に残

っている少年がいるのではないかと思います。

そういう少年に対して、どのように声を掛け

てあげたらよいのかなとか、これからどのよ

うに対応していけばいいのかなという点で、

皆さんのヒントになるような話ができればと

思います。なお、話の途中で簡単に事例に触

れることがあるかもしれません。個人情報が

特定されない形で話しますが、事例の話はこ

の会場の中だけの話ということでご理解いた

だければと思います。 

 

■学生ボランティアになった理由 

 

私が日ごろどんなふうに少年相談を進めて

いっているかというところから話していこう

と思いますが、その前に、皆さんはなぜ警察

のボランティアになったのかということにつ

いて興味があります。将来の職業選択にも関

連しているのかなと思いますので、恐縮です

が、挙手でお答えいただければと思います。 

将来、警察官になりたいと思っている方は

どのくらいいますか。全体の6割くらいの方

が手を挙げてくださいました。結構いらっし

ゃいますね。では、スクールカウンセラーと

か警察の心理職等の対人援助の仕事をしてみ

たいと思っている方はどのくらいいますか。

１割くらいですね。学校の先生になりたい方

はどのくらいいますか。１割くらいですね。

最後に、一般企業に就職しようという方はい

かかでしょうか。これも１割くらいでしょう

か。ご協力ありがとうございました。きっと

皆さん将来の志望と今のボランティア活動と

が何かリンクしているのではないかと思いま

す。そして、それが皆さんが警察ボランティ

アになった事情かなと思います。 

 

■非行の背景にある少年の事情 

 

ところで、少年たちも非行に走ってしまっ

た事情があります。私が少年相談を進めると

きは、非行などの問題行動の背景には、少年

たちのどのような事情があるのだろうかとい

うことを探っていきます。その少年はなぜ非

行をしてしまったかということを考えていく

わけです。 

皆さん、ここで少し想像していただきたい

のですが、「ある中学生がお店で飲み物と食べ

物を万引しました。では、その中学生はなぜ

万引をしたのだろう、どういう事情で万引を

したのだろうか。」ということです。それを想

像してみてください。それだけの情報では何

も分からないじゃないかということかもしれ

ませんが、情報が少ないからいろいろ想像が

膨らむかもしれません。どなたか勇気のある

方、こんな事情があるのではないかと発言で

きる方、いますか。きっと頭にはあれこれ思
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「少年相談から見た少年たちの事情」 
警察庁指定広域技能指導官 

警視庁生活安全部少年育成課主査 原 俊明氏 
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い浮かんでいるのでしょうが、この場で思い

切って発言するのはなかなか勇気が要ります

よね。 

では、私のほうでこんな事情があるのでは

ないかという話をしていきたいと思います。 

 

■事情その一、低い規範意識 

 

まず一つ目は、その少年は万引なんて大し

たことじゃないと思っている。遊び感覚、軽

い気持ちで万引をしてしまったかもしれませ

ん。別の言い方をすると規範意識が低いとい

うことです。やって良いことと悪いことの基

準のハードルが低くなっている。ですから、

そういう少年に対しては、やって良いことと

悪いことを改めてきちんと教えていくという

対応が必要になります。 

なぜ規範意識が低いのか。理由はいろいろ

あるかもしれませんが、一つは小さいころか

らの家庭でのしつけに問題があったかもしれ

ません。皆さんもちょっといたずらしようか

なとか、誰も見ていないからいいかななんて

思って、出来心で何かしてしまいそうになっ

たことがあるかもしれませんが、そういうと

きに、やっちゃおうかなと思いながらも、何

か胸騒ぎがしたり、どこかで誰かが見ている

んじゃないかなと気になったり心配になった

りしなかったでしょうか。それは何かという

と、自分の心の中にあるブレーキです。「やっ

ぱりやめたほうがいいよ」とささやいてくれ

る心のブレーキです。そのブレーキが作動し

たからそんな気持ちになるわけです。 

ではなぜ、心の中にそのようなブレーキが

できたのかというと、心理学の理屈で言えば、

小さいときに保護者からやって良いこと・悪

いことのしつけをきちんとされていく中で、

やがて保護者が心のブレーキとして子どもの

心の中に住み着いていくわけです。ですから

保護者がいないときでも、保護者から「駄目

だよ」と言われてきたことはやらなくなるわ

けですが、規範意識の低い子どもの中にはそ

こら辺がうまくいっていないということがあ

るのかもしれません。 

 

■事情その二、心の穴埋め 

 

では、二つ目の事情です。私が以前担当し

てたケースですが、「盗みをすると心の穴が埋

まるような感じがする」と言っていた少年が

います。その少年は心の穴を埋めるために盗

みをしている。一瞬埋まるのですが、またあ

いてきます。ですから盗みを繰り返してしま

う。では、その少年の心の穴はどうしてあい

てしまったのか。その少年の生育歴をたどっ

ていくと、やはりすごく寂しく育ってきた。

一定の保護者から養育を受けることができず

に、繰り返し親戚等に預けられたりして、い

ろいろな事情があって寂しく育ってきてしま

った。そういう中で心に穴があいてしまった

のかなと思われる少年でした。我々はその少

年の心の穴を埋めていくように対応していく

のですが、なかなか難しいところがあって、

最終的には児童養護施設で適切な養育を受け

る形で落ち着いていきました。 

ところで、その少年は物を盗んでいたわけ

ですが、本当に物そのものが欲しかったかと

いうと、そうではないようにも感じます。そ

れよりは、大人の愛情とか関心を買いたかっ

た。それを得ることができないので、その代

わりに物を取ってしまったということではな

かったのかと思います。 

こうした心理は盗みに限ったことではあり

ません。例えば暴力を振るう子は、暴力を振

るう相手が憎くて暴力を振るっているのか、

そういう場合もあるかもしれませんが、本当

はもっと違う相手に反発したい、反抗したい

のだけれどそれができない。そこで代わりに

目の前にいる相手に暴力を振るっていること

もあるかもしれません。虐待を受けてきたよ

うな子どもが、本当は小さかったとき、自分

の親に対して異議申し立てをしたいんだけれ

どもそれはできなかった。そして中学生ぐら

いになり反発できるような力を得たときに、

もともと心にくすぶっていた反発心が親とは

別の人に向いてしまった。例えば学校の先生

とかに向いてしまうということが起きること

もあります。このように、非行行為の背景に

は本当は何があるのか。その少年は本当にそ

れをしたくてやっているのか。というところ

を見ていくのも大切な視点かと思います。 

 

■事情その三、児童虐待 

 

三つ目は、今触れましたが、虐待のような

環境に置かれていて、食べるものもろくに与

えられていなくて、おなかが減って食べ物や

飲み物を万引したということがあるかもしれ

ません。皆さんも警察でいろいろと研修を受

けるときに話を聞いているかもしれませんが、

警察官は補導活動の中で補導した少年の背景

に虐待のようなことがないかということにも

敏感に対応しています。そのような視点も必

要です。折しも虐待で亡くなった東京の５歳

の女の子の裁判が始まってそのニュースが流

れているさなか、今度は鹿児島で４歳の女の

子が亡くなるという痛ましい事件が起きてい

ますが、そういうことが背景にありはしない

かということも少年に対応していくときにと

ても大事な視点となります。 

ここまでお話ししてきた三つの事情は、家

庭の中における少年の抱える事情になるかと

思います。ほかにも万引した事情は考えられ

ます。 

 

■事情その四、子どもの貧困 

 

次は、四つ目の事情ですが、その少年は友

達と一緒に遊びに行って、友達と同じように

お菓子とか飲み物を買いたかったんだけれど

も、経済的に苦しい親からは小遣いがもらえ

ない、それで思い余って万引をしてしまった

という背景もあるかもしれません。 

今、「子どもの貧困」がニュースになること

があります。また、「子ども食堂」というのを

聞いたことがあると思いますが、経済的に困

窮している家庭の子どもに対して安価な形で

食事を提供するような子ども食堂が全国で増

加しているという実態があります。ただ、子

ども食堂というのは貧困への対策だけではな

くて、地域の活性化という目的も兼ねている

ようですが、いずれにしましても、そのよう

な、社会の景気の動向とか経済的背景が少年

の非行の背景となる場合もあります。こうい

うことに対してわれわれが、あるいは皆さん

がどう対応できるかというとなかなか難しい

ところではありますが、そういう背景もある

ということです。 

 

■事情その五、いじめ被害 

 

五つ目の事情です。もしかしたらその少年

は自分より強い友達とか怖い先輩から「盗ん

でこい」と脅されたのかもしれません。いじ

めという状況でこのようなことが発生し、さ

らに追い込まれていった場合には、自殺等の

深刻な事態も引き起こしかねない問題です。

いじめの発見とその防止については教育現場

においても常に課題として取り組まれている

ところだと思いますが、そういう視点も持っ

て少年に対応していかなければなりません。 

 

■事情その六、少年自身の資質 

 

最期にもう一つ、六つ目の事情に触れてお

きます。少し別の視点に移りますが、その少

年は性格や考え方に偏りがあり、自分自身の

欲求には忠実で、欲しいものはどうしても欲

くて自分の衝動を抑えることができないのだ

けれども、自分が盗んだことで被害を与えて

しまった人の気持ちとか、少年のことを心配

している親等の気持ちに対してはすごく無頓

着になっている。このように少年自身の資質

が問題の背景要因となっている場合もありま

す。 
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できたのかというと、心理学の理屈で言えば、

小さいときに保護者からやって良いこと・悪

いことのしつけをきちんとされていく中で、

やがて保護者が心のブレーキとして子どもの

心の中に住み着いていくわけです。ですから

保護者がいないときでも、保護者から「駄目

だよ」と言われてきたことはやらなくなるわ

けですが、規範意識の低い子どもの中にはそ

こら辺がうまくいっていないということがあ

るのかもしれません。 

 

■事情その二、心の穴埋め 

 

では、二つ目の事情です。私が以前担当し

てたケースですが、「盗みをすると心の穴が埋

まるような感じがする」と言っていた少年が

います。その少年は心の穴を埋めるために盗

みをしている。一瞬埋まるのですが、またあ

いてきます。ですから盗みを繰り返してしま

う。では、その少年の心の穴はどうしてあい

てしまったのか。その少年の生育歴をたどっ

ていくと、やはりすごく寂しく育ってきた。

一定の保護者から養育を受けることができず

に、繰り返し親戚等に預けられたりして、い

ろいろな事情があって寂しく育ってきてしま

った。そういう中で心に穴があいてしまった

のかなと思われる少年でした。我々はその少

年の心の穴を埋めていくように対応していく

のですが、なかなか難しいところがあって、

最終的には児童養護施設で適切な養育を受け

る形で落ち着いていきました。 

ところで、その少年は物を盗んでいたわけ

ですが、本当に物そのものが欲しかったかと

いうと、そうではないようにも感じます。そ

れよりは、大人の愛情とか関心を買いたかっ

た。それを得ることができないので、その代

わりに物を取ってしまったということではな

かったのかと思います。 

こうした心理は盗みに限ったことではあり

ません。例えば暴力を振るう子は、暴力を振

るう相手が憎くて暴力を振るっているのか、

そういう場合もあるかもしれませんが、本当

はもっと違う相手に反発したい、反抗したい

のだけれどそれができない。そこで代わりに

目の前にいる相手に暴力を振るっていること

もあるかもしれません。虐待を受けてきたよ

うな子どもが、本当は小さかったとき、自分

の親に対して異議申し立てをしたいんだけれ

どもそれはできなかった。そして中学生ぐら

いになり反発できるような力を得たときに、

もともと心にくすぶっていた反発心が親とは

別の人に向いてしまった。例えば学校の先生

とかに向いてしまうということが起きること

もあります。このように、非行行為の背景に

は本当は何があるのか。その少年は本当にそ

れをしたくてやっているのか。というところ

を見ていくのも大切な視点かと思います。 

 

■事情その三、児童虐待 

 

三つ目は、今触れましたが、虐待のような

環境に置かれていて、食べるものもろくに与

えられていなくて、おなかが減って食べ物や

飲み物を万引したということがあるかもしれ

ません。皆さんも警察でいろいろと研修を受

けるときに話を聞いているかもしれませんが、

警察官は補導活動の中で補導した少年の背景

に虐待のようなことがないかということにも

敏感に対応しています。そのような視点も必

要です。折しも虐待で亡くなった東京の５歳

の女の子の裁判が始まってそのニュースが流

れているさなか、今度は鹿児島で４歳の女の

子が亡くなるという痛ましい事件が起きてい

ますが、そういうことが背景にありはしない

かということも少年に対応していくときにと

ても大事な視点となります。 

ここまでお話ししてきた三つの事情は、家

庭の中における少年の抱える事情になるかと

思います。ほかにも万引した事情は考えられ

ます。 

 

■事情その四、子どもの貧困 

 

次は、四つ目の事情ですが、その少年は友

達と一緒に遊びに行って、友達と同じように

お菓子とか飲み物を買いたかったんだけれど

も、経済的に苦しい親からは小遣いがもらえ

ない、それで思い余って万引をしてしまった

という背景もあるかもしれません。 

今、「子どもの貧困」がニュースになること

があります。また、「子ども食堂」というのを

聞いたことがあると思いますが、経済的に困

窮している家庭の子どもに対して安価な形で

食事を提供するような子ども食堂が全国で増

加しているという実態があります。ただ、子

ども食堂というのは貧困への対策だけではな

くて、地域の活性化という目的も兼ねている

ようですが、いずれにしましても、そのよう

な、社会の景気の動向とか経済的背景が少年

の非行の背景となる場合もあります。こうい

うことに対してわれわれが、あるいは皆さん

がどう対応できるかというとなかなか難しい

ところではありますが、そういう背景もある

ということです。 

 

■事情その五、いじめ被害 

 

五つ目の事情です。もしかしたらその少年

は自分より強い友達とか怖い先輩から「盗ん

でこい」と脅されたのかもしれません。いじ

めという状況でこのようなことが発生し、さ

らに追い込まれていった場合には、自殺等の

深刻な事態も引き起こしかねない問題です。

いじめの発見とその防止については教育現場

においても常に課題として取り組まれている

ところだと思いますが、そういう視点も持っ

て少年に対応していかなければなりません。 

 

■事情その六、少年自身の資質 

 

最期にもう一つ、六つ目の事情に触れてお

きます。少し別の視点に移りますが、その少

年は性格や考え方に偏りがあり、自分自身の

欲求には忠実で、欲しいものはどうしても欲

くて自分の衝動を抑えることができないのだ

けれども、自分が盗んだことで被害を与えて

しまった人の気持ちとか、少年のことを心配

している親等の気持ちに対してはすごく無頓

着になっている。このように少年自身の資質

が問題の背景要因となっている場合もありま

す。 
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こういう場合、周囲の人たちを非常に困ら

せますが、よく考えてみると少年自身も自分

の衝動を自分では抑えられず、その結果とし

て問題行動を繰り返していることになります

ので、少年自身もつらい状況に置かれている

と言えます。そして、このようなケースでは

医療との連携も必要になってきます。 

ここまで、盗みという一つの非行を例とし

て、少年たちの抱える事情について考えてき

ましたが、こうした事情の中には、少年個人

の問題というものもありますが、それだけで

はなく、今少年が置かれている社会や環境の

中にある問題が鏡のように映し出されている

と感じさせられることがしばしばあります。 

 

■共感的理解 

 

このように、少年たちの抱える事情につい

て考えていったとき、私は、もし私自身が子

どものころ彼らと同じような事情を抱えてい

たらどうだっただろうと想像することがあり

ます。私は決して立派な環境で育ったわけで

はありませんが、非行や犯罪に走るほどの事

情は抱えずに済んで、これまで過ごしてこれ

たのかなと思います。でも、いままで見てき

たような事情をもし私が抱えていたとしたら、

私も彼らと同じように非行に走ったり問題を

起こしていたかもしれない、万引をしていた

かもしれないと思います。そして反対に万引

をしている彼らが私が育ったぐらいの環境に

生まれていれば、彼らは非行に走らず普通に

社会人になれたのではないかと思います。 

そう考えると、私が日ごろ対応している非

行等の問題を持っている少年たちと、この私

自身の間には大した差はないのではないか。

私と彼らが入れ替わっていたとしても全然お

かしくないのではないかと思えてきます。相

談やカウンセリング等の対人援助の仕事の基

本として「共感的理解」があります。相手の

立場に立って相手のことを考え、相手の気持

ちを察して共感的に感じるということですが、

今いる自分と少し環境や事情が違っていれば

非行は自分の身に起こったかもしれないと想

像することができれば、この「共感的理解」

はそんなに難しいことではないのだろう。そ

のように想像することができれば、非行等の

問題を抱えている少年のことを我がこととし

て、もしかしたら自分の身に起こったかもし

れないこととして考えていくことができるの

ではないかと私は考えています。 

 

■自立を促す働き掛け 

 

こうした少年たちの抱えている事情は、簡

単に解決できない場合が多いかと思います。

少年の抱える事情にはそのまた事情があった

りするわけです。例えば虐待をしている親は

親自身も虐待されていた場合が多いというこ

とが言われています。そうすると事情を延々

とさかのぼっていかなければなりません。で

もそれはできません。あるいは、お酒ばかり

飲んでいてなかなか仕事をしない保護者がい

たとします。そういう保護者がお酒をすぐに

やめられるかというとなかなかやめられない

かもしれない。働かない保護者はなかなか働

かないかもしれない。事情はなかなか変えら

れない。解決するのは難しい。解決するには

われわれの手には余る、そういう問題もある

わけです。子どもの貧困にも触れましたが、

景気を回復して貧困問題を解決することも一

個人ではとてもできることではありません。 

少年の問題・非行の背景には事情があると

いう話をして、でもその事情はなかなか解決

できないと今申し上げているわけですが、で

はどうすればいいのか。 

少年相談で私が目標の一つとしていること

は、少年たちが自分ではどうすることもでき

ないこうした事情を抱えながらも、自分にと

ってどういう選択が正しいか、今自分はどう

すべきか、悪い誘惑に耳を貸すのか、それと

も耳は痛いが正しい忠告に従うのかという自

分の将来を左右するような時に、自発的に自

分にとってプラスとなる判断ができ、そして

実行していける。このような自立した人間に

成長していけるように促していくということ

です。これを、少年相談の目標の一つと考え

ています。 

 

■少年の話をよく聞く 

 

それは難しそうに聞こえるかもしれません

が、実は、少年たちとの関りをとおして、私

たちにもできることだと考えています。少年

たちと関わっていく中で、少年の口から「や

っぱり俺学校行こうかな」とか、「友達や先輩

とつるんで悪さをしていても、結局いいこと

ないんだな」とか、「親はうざいけれど、でも

やっぱり自分のことを心配して叱ってくれて

るのかな」とか、そういう言葉が出るように、

うまく話を聞いていってあげる、少年の心の

中に、正しい判断力とか自立の芽を少年と共

に見つけていく、そういうことではないかと

思います。それは、「こうすればいいんだよ。

こんなことは駄目だよ」と教えていくことで

はなく、少年自身にそれを見つけさせる、そ

ういう関わりをしていければ少年たちは次第

に自分にとって正しい選択ができるようにな

って、自立していけるのではないかと私は考

えています。 

そうするためにはどうすればいいのかとい

うことですが、これはよくいわれていること

ですが、相手の話をよく聞くことだと思いま

す。しかし、これは簡単そうで意外に難しい

のかもしれません。われわれは人の話を聞く

よりは、自分の考えを話することに慣れてい

ます。ですから相手にいろいろと教えたくな

るわけです。「こうしたほうがいいよ」とか、

「そんなことをしても自分のためにならない

よ」とか、「みんな君のことを心配しているん

だよ」ということを一生懸命教えたくなって

しまいます。もちろんそういう話も大事です

が、そういう話はずっと後ですればいいのだ

と思います。少年がそういう話を聞いてくれ

そうなタイミングで言えばいいのだと思いま

す。その前にやはり話を聞くことがすごく大

切なのだろうと思います。 

少年の話を聞いていくと、言い訳をしたり、

不満を言ったり、怒りを表したり、あるいは

不安な気持ちをほのめかしたり、悲しみや苦

しみを吐露したり、いろいろあると思います。

それを一生懸命聞いていく。そういう話を聞

いていくというのは聞いている方がつらくな

ることもあるかもしれませんが、そういうと

きは、それを後で、ボランティアの仲間でシ

ェアーして、お互いに感じたことを話し合っ

たり、または、警察の職員に相談して、アド

バイスをもらえばいいと思います。そうする

ことで、少年の話を聞いたことで生じた辛さ

は軽減していくでしょうし、次にはもっと良

い聞き手になれるかもしれません。 

 

■うなずき話を聞いてくれる相手 

 

誰かに話を聞いてもらうということはとて

も大切なことだと思います。そのことを著名

な精神科医の中井久夫さんの本の中に見つけ

ました。「世に棲む患者」という本ですが、そ

の部分を抜粋してご紹介したいと思います。 

人間というのは一人で生きられない。物質

的にもそうですけれども、精神的にも一人で

は生きられないというところがあります。誰

か一人でも聞いてくれる人がいれば、随分精

神健康が違うということが、恐らく精神医学

以前どころか医学以前からあった事実ではな

いか。少しゆとりのあるほうの人がゆとりの

ない人の話を聞くということは、恐らく有史

以前からあったのではないかと思います。 

それを非常に痛切に感じましたのは、イン

ドネシアにまいりましたとき、ある晩、そち

らで日本人がただ一人で英語も通じないとこ

ろに行って働いている、そういう第一線のセ

ールスマンや技術者の人たちと席を共にする

機会があったのですけれども、そのとき私が

非常にびっくりしたのは、「一人で奥地へ行く
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こういう場合、周囲の人たちを非常に困ら

せますが、よく考えてみると少年自身も自分

の衝動を自分では抑えられず、その結果とし

て問題行動を繰り返していることになります

ので、少年自身もつらい状況に置かれている

と言えます。そして、このようなケースでは

医療との連携も必要になってきます。 

ここまで、盗みという一つの非行を例とし

て、少年たちの抱える事情について考えてき

ましたが、こうした事情の中には、少年個人

の問題というものもありますが、それだけで

はなく、今少年が置かれている社会や環境の

中にある問題が鏡のように映し出されている

と感じさせられることがしばしばあります。 

 

■共感的理解 

 

このように、少年たちの抱える事情につい

て考えていったとき、私は、もし私自身が子

どものころ彼らと同じような事情を抱えてい

たらどうだっただろうと想像することがあり

ます。私は決して立派な環境で育ったわけで

はありませんが、非行や犯罪に走るほどの事

情は抱えずに済んで、これまで過ごしてこれ

たのかなと思います。でも、いままで見てき

たような事情をもし私が抱えていたとしたら、

私も彼らと同じように非行に走ったり問題を

起こしていたかもしれない、万引をしていた

かもしれないと思います。そして反対に万引

をしている彼らが私が育ったぐらいの環境に

生まれていれば、彼らは非行に走らず普通に

社会人になれたのではないかと思います。 

そう考えると、私が日ごろ対応している非

行等の問題を持っている少年たちと、この私

自身の間には大した差はないのではないか。

私と彼らが入れ替わっていたとしても全然お

かしくないのではないかと思えてきます。相

談やカウンセリング等の対人援助の仕事の基

本として「共感的理解」があります。相手の

立場に立って相手のことを考え、相手の気持

ちを察して共感的に感じるということですが、

今いる自分と少し環境や事情が違っていれば

非行は自分の身に起こったかもしれないと想

像することができれば、この「共感的理解」

はそんなに難しいことではないのだろう。そ

のように想像することができれば、非行等の

問題を抱えている少年のことを我がこととし

て、もしかしたら自分の身に起こったかもし

れないこととして考えていくことができるの

ではないかと私は考えています。 

 

■自立を促す働き掛け 

 

こうした少年たちの抱えている事情は、簡

単に解決できない場合が多いかと思います。

少年の抱える事情にはそのまた事情があった

りするわけです。例えば虐待をしている親は

親自身も虐待されていた場合が多いというこ

とが言われています。そうすると事情を延々

とさかのぼっていかなければなりません。で

もそれはできません。あるいは、お酒ばかり

飲んでいてなかなか仕事をしない保護者がい

たとします。そういう保護者がお酒をすぐに

やめられるかというとなかなかやめられない

かもしれない。働かない保護者はなかなか働

かないかもしれない。事情はなかなか変えら

れない。解決するのは難しい。解決するには

われわれの手には余る、そういう問題もある

わけです。子どもの貧困にも触れましたが、

景気を回復して貧困問題を解決することも一

個人ではとてもできることではありません。 

少年の問題・非行の背景には事情があると

いう話をして、でもその事情はなかなか解決

できないと今申し上げているわけですが、で

はどうすればいいのか。 

少年相談で私が目標の一つとしていること

は、少年たちが自分ではどうすることもでき

ないこうした事情を抱えながらも、自分にと

ってどういう選択が正しいか、今自分はどう

すべきか、悪い誘惑に耳を貸すのか、それと

も耳は痛いが正しい忠告に従うのかという自

分の将来を左右するような時に、自発的に自

分にとってプラスとなる判断ができ、そして

実行していける。このような自立した人間に

成長していけるように促していくということ

です。これを、少年相談の目標の一つと考え

ています。 

 

■少年の話をよく聞く 

 

それは難しそうに聞こえるかもしれません

が、実は、少年たちとの関りをとおして、私

たちにもできることだと考えています。少年

たちと関わっていく中で、少年の口から「や

っぱり俺学校行こうかな」とか、「友達や先輩

とつるんで悪さをしていても、結局いいこと

ないんだな」とか、「親はうざいけれど、でも

やっぱり自分のことを心配して叱ってくれて

るのかな」とか、そういう言葉が出るように、

うまく話を聞いていってあげる、少年の心の

中に、正しい判断力とか自立の芽を少年と共

に見つけていく、そういうことではないかと

思います。それは、「こうすればいいんだよ。

こんなことは駄目だよ」と教えていくことで

はなく、少年自身にそれを見つけさせる、そ

ういう関わりをしていければ少年たちは次第

に自分にとって正しい選択ができるようにな

って、自立していけるのではないかと私は考

えています。 

そうするためにはどうすればいいのかとい

うことですが、これはよくいわれていること

ですが、相手の話をよく聞くことだと思いま

す。しかし、これは簡単そうで意外に難しい

のかもしれません。われわれは人の話を聞く

よりは、自分の考えを話することに慣れてい

ます。ですから相手にいろいろと教えたくな

るわけです。「こうしたほうがいいよ」とか、

「そんなことをしても自分のためにならない

よ」とか、「みんな君のことを心配しているん

だよ」ということを一生懸命教えたくなって

しまいます。もちろんそういう話も大事です
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バイスをもらえばいいと思います。そうする

ことで、少年の話を聞いたことで生じた辛さ

は軽減していくでしょうし、次にはもっと良

い聞き手になれるかもしれません。 
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というのは、一日仕事が終わったらとにかく

独り言を言わなければいけない」と言うので

す。普通の社会におりましたら、独り言をし

ょっちゅう言っている人間というのは少し精

神健康が危ないほうに数えられる。独り言と

か徘徊とか、どっちかというと病気っぽいと、

精神科の病気の証拠にも数え上げられていま

す。しかし奥地に入ると独り言を言わないと

いけない状況になる。WHOの関係者で西ア

フリカとか英語の通じないような国へ行って

おられたドクターがその話に賛成しまして、

「そうだよ、そうだよ、独り言を言わなけれ

ば、それはもう狂っちまうよ」ということを

言うわけです。 

どういう独り言を言うかというと、仕事を

終えて早くホテルに帰ってきて、誰も待って

いないわけですけれども、まず風呂に火をつ

けてから、自分に言って聞かせるそうです。

「ああ、おまえは今日もよくやった。われな

がら85点はやってもよかろう。さあ、今から

故郷に手紙を書いて、風呂へ入って、日本の

歌でも聴いて寝るとするか。あしたはこうい

う仕事が待っているからな」と、こういう独

り言。これは声を出して言わなければ駄目だ

そうです。それを恥ずかしいと思って黙って

いるとだんだんおかしくなってきてしまう。 

なるほどと思いました。私は精神科の固定

観念として独り言を言うほうが病気っぽいと

思っていたのですが、壁に向かってでも話を

するということは、話をしないよりもよいの

だということを強烈に教わったわけです。そ

れまで私は精神科の医者として壁に向かって

話をしている方をたくさん見てきたわけです

けれども、その場合、人間に話す勇気が持て

ないのか、あるいは人間が怖くて壁に話され

る方であるから病気なんだけれども、壁しか

ないときには壁に話すほうがよくて。しかし、

それが人間の顔をしてうなずくべきところで

うなずいてくれる者であればさらにいいわけ

でございます。 

と述べられています。このように話を、相

手が思うことを自由に話してくるその話を、

聞いてあげることがとても大事なのだなと思

います。 

 

■少年の意外な一面、命の輝き 

 

そして、話をずって聞いていくと、やがて

自分の好きなこととか、自分の得意なことと

か、そういうことを話してくれるようになっ

てくることがあります。皆さんもそういう経

験があるのではないでしょうか。 

誰でもそうですが、人は外からは分からな

い意外な面を持っているものです。そういう

ことは最初からは見せてくれない。私が相談

を担当していた夜遊びを繰り返す中学生の女

の子の家へ、ある時必要があって家庭訪問し

ました。そうしたら、その子は自分の部屋で

クラシック音楽を大きな音で聞いていました。

それまでの彼女からは全然想像ができなかっ

た。なぜクラシック音楽を聞いていたかとい

うと、小さいころバレエを習っていたそうで

す。バレエ音楽がとても好きで、バレエ音楽

を聞いていました。そんな姿を私に見せてく

れる中で、その少年との話が少し深まってい

きました。 

盗みを繰り返している高校生の男の子がだ

んだんいろいろと話をしてくれるようになっ

ていく中で、「自分は小学校時代の友達と銭湯

巡りをするのが好きなんだ」という話をして

くれたこともあります。非行を繰り返してい

たわけですが、そう語る少年の中に、何かほ

っとできるようなものを見つけられたような

気がしました。 

中学校で校内暴力を振るっていた男の子は、

話しているうちに「バスケットボールがとて

も好きで、友達とバスケットボールをしてい

るときが一番楽しい」という話や、「将来はペ

ンキ屋になりたい」という話をしてくれるよ

うになりました。彼を支えていけるものが彼

自身の中にあるということが実感できて力強

く感じたことを覚えています。 

今まで気付かなかったけれど、その少年に

は得意なことがあるんだ、そんなことが好き

なんだというような話を、少年がしてくれた

という経験が皆さんにもあるかもしれません

が、そういうときに少年たちの表情を注意し

て見ていると、少年たちは一生懸命話をして

くれると思います。楽しそうだったり、うれ

しそうだったり、そういう表情をしていると

思います。最初に不平とか不満とか怒りとか

悲しみを語っていたときの表情とは全然違う

表情をして語っているのではないかと思いま

す。私はそういう表情を見ていると、「この子

の個性がすごく発揮されているな」とか、大

げさかもしれませんが、その子の命の輝きみ

たいなものを、その子らしさを感じます。 

体の病気のときには体自身が免疫力を持っ

ていて、自己回復力を発揮することがあると

思いますが、心も同じなのだろうと思います。

そういう話を少年たちができるようになって

いく中で、少年たちの中に心の回復力が芽生

えてくるのではないかと思います。 

少年に限りませんが、誰でも心の回復力を

持っていて、まずは吐き出したいことを吐き

出し、訴えたいことを訴え、それを表現した

後には胸のつかえが少し取れて、心に少し余

裕ができて、そして心の回復力が芽生えて、

先ほどのような言動が見えるようになるので

はないかと思います。 

こういうときに少年を取り巻く事情、環境

は何も変わっていないかもしれません。けれ

ど、子どもの中に輝きや自立の芽が見え始め

る。そういうことが子どもが回復に向かうた

めのステップとして大事なのではないかと私

は考えています。 

 

■体験活動の意義 

 

少年の中に変化を促すために私はカウンセ

リングをしているのですが、皆さんに協力を

いただいている体験活動、補導活動も、少年

たちに変化をおこさせる触媒として作用して

いるのではないかと思っています。 

少年は意外に狭い世界に住んでいます。私

が担当していた不登校の中学生の男の子は、

厳格な家庭に育って、食事中はテレビを消し

て、会話をしてはいけないという家庭でした。

その子が友達の家に遊びに行ったら、夕ご飯

をみんなで楽しそうに食べている。「こういう

家庭もあるんだ」というのを中学生になって

初めて知ったと言っていました。自分の生ま

れ育った環境、自分の身の回りの友達関係し

か知らないので、自分の経験してこなかった

ことは知らないわけです。世の中とはそうい

うものだ、家庭というのはそういうものだと

思い込んでいた。けれども、そういう少年た

ちにいろいろな体験活動を経験してもらって、

これまでしなかったような新しい体験をしま

す。大人が親切に教えてくれる、助けてくれ

る、指導してくれる、そういうことももしか

したらあまり経験していない少年たちもいま

すから、すごく新鮮な驚きとして感じるかも

しれません。 

体験活動の「折り紙教室」で折り紙をまず

自分が習って、それを今度は小さな子どもた

ちに教えるという経験をした少年もいます。

そのときに小さな子どもたちから感謝される。

それがすごく新鮮だし、うれしいし、「自分も

捨てたもんじゃないんだな」と感じる、そう

いう初めての経験になる。あるいは農作業を

して、収穫したものを一緒に食べる。「こんな

においしい温かいものをめったに食べたこと

がない」、しかも「みんなで食べるとおいしい」

ということを初めて感じる。地域の清掃活動

をして、落書きを一緒に消したり、捨てられ

ているごみを一緒に掃除したりする中で、す

ごくさっぱりした気持ちになるかもしれない

し、掃除をするという経験を通して、「こんな

に汚れてる」、「こんなに汚しちゃうのはよく

ないな」と、落書きをされた人の立場に初め

て立つ、自分の視点が変わる。少年たちは、

そういう活動を通して、今まで知らなかった

新しい経験を通して新しい世界を知っていく。
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それが体験活動の意義の一つだと思います。

こういう活動が触媒となって少年たちに変化

を促していくのだろうと私は思います。そし

て、その場に一緒に寄り添ってくれている皆

さんの存在そのものが、少年たちにとって大

きな力になっているのではないかと思います。 

 

■少年の良きモデル、大学生ボランティア 

 

大学生の皆さんは、少年たちにとって、思

春期にいろいろあっても、最終的には何とか

なるということを身をもって体現しているお

手本ではないかと思います。心理学に「モデ

リング」という言葉がありますが、自分がお

手本としたい人の行動を観察してまねしてい

く、その行動パターンを学習して自分の行動

を変えていくという意味ですが、まさに大学

生ボランティアの皆さんは少年たちにとって

よきモデルになっているのではないかと思い

ます。 

そういうお兄さん・お姉さんたちを見て、

自分はいろいろ失敗して問題を起こしたり悩

んだりしているけれども、お兄さんやお姉さ

んたちと同じように自分も大丈夫かもしれな

い、ああいうふうになっていけるかもしれな

い、そういう安心や勇気、そして将来の見通

しを少年たちに与えることになるのではない

かと思います。少年たちに寄り添うこと自体

にそういう意味もあるのではないかと思いま

す。 

さまざまな活動を通して少年たちから「あ

りがとう」、あるいは「楽しかった」という言

葉を掛けられることもあるのではないかと思

います。その言葉の重みを感じてもらえれば

と思います。また、皆さんが少年たちにそう

いう影響を及ぼしているのだということを実

感していただきたいと思います。 

これは継続的に活動したときだけに得られ

るものではないと思います。私の先ほどの話

しぶりでは何回も少年に会って話を聞いてい

く中で少年の気持ちがほぐれて次には夢や希

望を語りだす。というように聞こえたかもし

れませんが、決してそういうことではなくて、

たった１回の触れ合いの中でも、「あのときお

兄さんに言われたあの一言が」とか、「あのお

姉さんの励ましの一言が」とか、そういう言

葉が少年の中に掛け替えのないものとして残

っていることもあるはずです。そういう話も

私は聞いたことがあります。ですから、どん

な言葉掛けを子どもたちにしていけばいいの

か、一生懸命考えてよりすぐりの一言を掛け

ていただけたらと思います。あるいは、一生

懸命考えたものではなく、直感的に出てきた

言葉もすごく重みがある場合もあるかもしれ

ません。そういう一言を、一つの関わりを、

子どもの中にあたかも一つの種をまくような、

種を置いていくような気持ちで関わっていた

だければいいのかなと思います。 

 

■ボランティア活動のその先 

 

最初の問いに戻りますが、なぜ皆さんはボ

ランティア活動をしてくださっているのでし

ょうか。皆さんは、ボランティアを通して何

を得ようとしているのか、何を得られたので

しょうか。私は思うのですが、問題を抱えた

少年と関わって、その問題の背景にあるさま

ざまな事情に触れた皆さんが今後社会人とな

っていくときに、少年の問題の背景にある事

情そのものに取り組めるような、そういう仕

事をしていただけたら素晴らしいことではな

いかと思います。 

学校の先生になろうとしている人はいじめ

や差別のない学校を築いていこうとする教師

になっていくかもしれないし、警察官になろ

うとしている人は犯罪の取り締まりはもちろ

んですが、犯罪の裏にある事情に目を向けて

いくような警察官になっていくかもしれない。

あるいは企業に就職しようという人は、経済

のことだけではなくて、経済と人々の安心と

か安全とか幸せの両立を気に掛ける、そうい

う企業人になっていってくださればと、ボラ

ンティア活動を通して得たものをそういう形

で花開かせていただけたらと私は思っていま

す。 

私は、これからも一人一人の少年に目を向

けて、地道な活動を重ね、微力ながら頑張っ

ていきたいと思っています。聞きづらいとこ

ろもあったかもしれませんが、私が今日皆さ

んにお話ししたかったことは以上です。これ

でお話を終わりにさせていただきます。ご清

聴ありがとうございました。 
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「少年警察ボランティアに参加する意義」 
～大学生として、今、何ができるか～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■コーディネーターあいさつ 

文化学園大学 名誉教授 

 野口 京子氏 

 

野口 皆さん、こん

にちは。野口です。

これから全国少年警

察学生ボランティア

研修会を、学生ボラ

ンティアからの支援

に焦点を当てて、意

見発表、そして、デ

ィスカッションを行っていきたいと思います。 

 毎年このシンポジウムは開かれていますが、

今回は、学生という立場でどのような支援が

できるか？ 現状はどうなっているのか？ 

年々発展し、非常に重要な戦力となっている

学生ボランティア活動について、今年度の発

表をしていただきます。何を、どのようにと

いう具体的な支援の在り方と、少年たちが変

わっていった様子を、発表から実感していた

だきたいと思います。 

 先ほど理事長からのご紹介にありましたよ

うに、私は、この活動の立ちあげを担ったと

いうことで、本日、司会をするのがとても楽

しみで、うれしく思っております。学生ボラ

ンティアの数が増えていくということは、も

っと大きな力になっていくということです。

今日会場にいらっしゃるメンバーの方は、発

表の方に託していらっしゃいますが、それぞ

れいろいろな考えをお持ちだと思います。後

ほど質疑応答の時間を設けます。できるだけ

効率よく進めていきたいと思います。 

 まず、発表する方の意見を十分聞かせてい

ただきたいと思いますので、すぐに始めたい

と思います。 

パネルディスカッション（第１部）

 １部では、１人10分ほどで今までの活動を

まとめたものを発表いただき、２部では、そ

れに基づいてディスカッションという形にし

ていきたいと思います。それぞれの団体の活

動を述べていただき、皆さんには、支援の在

り方について考えながら後ほどのご意見に備

えていただきたいと思います。 

 最初に貝和さん、お願いします。 

 

■パネリスト意見発表 

東北福祉大学 貝和 大毅（宮城県代表） 

秋田大学   鈴木 寧々（秋田県代表） 

帝京大学   青山 広夢（東京都代表） 

埼玉工業大学 佐藤 璃奈（埼玉県代表） 

東海学院大学 白木すみれ（岐阜県代表） 

中京大学   杉浦 幸郷（愛知県代表） 

 

■ポラリス宮城の活動 

 

貝和 私は大学生に

よる少年健全育成ボ

ランティア「ポラリ

ス宮城」の貝和大毅

です。本日はどうぞ

よろしくお願いしま

す。 

 この写真は今年の

６月に開催されたポラリス宮城の結団式と団

旗です。まずポラリス宮城について紹介しま

す。ポラリス宮城は、お兄さん・お姉さんの

立場から少年を見守るボランティアとして平

成16年に発足しました。今年も東北福祉大学

をはじめとする宮城県の７大学50名の学生

がポラリス宮城に登録し、活動しています。

私は２年生から登録しているので今年で３年

目です。 

 ポラリスというのは「北極星」を意味しま

す。昔の航海士の北極星のように、少年たち

の道しるべとして輝き、少年たちの目標とな

るボランティアでありたいという願いが込め

られています。活動としては街頭補導活動や

立ち直り支援などの少年の非行防止および健

全育成に資する活動となっています。活動は、

大学ごとに警察署と連携して実施する班活動、

そして他大学の学生と共に行う全体活動があ

ります。 

 まず班活動について説明します。こちらは

街頭補導です。大学ごとに分かれて、警察署

が実施する街頭補導活動や非行防止活動、立

ち直り支援活動に参加しています。私の所属

する東北福祉大学では、宮城県の仙台北署と

活動しています。こちらの写真は夏休み前の

時期に、少年課の警察職員、少年補導員と街

頭活動を実施した様子です。カラオケボック

スや駅の駐輪場を巡回しています。 

 こちらの写真は幼稚園で行われた「非行防

止教室」です。少年補導員と共に人形劇をや

りました。友達に暴力を振るわない、万引し

ないことなどを子どもたちと約束しました。

幼稚園生のころからこういう活動は非常に意

味のあることだと思ったので、私も大学生と

してもっと積極的に参加していきたいと思い

ました。 

 私の地区ではありませんが、ほかの地区の

活動も発表したいと思います。少年補導員に

指導していただいて、児童館で子どもたちと

一緒にたこづくりなどをしています。左下は

仙台大学でのスポーツ大会の写真です。右上

は地域のお祭りで非行防止ブースをつくり、

キャンペーン活動をした写真です。右下の写

真は、警察署で支援している少年と共に農業

体験をしたときの写真です。 

 

■児童養護施設訪問 

 

次に全体活動についての写真です。全体活

動としては児童養護施設訪問や七夕づくり活

動、キャンペーン活動を行っています。 

児童養護施設訪問の様子を紹介したいと思

います。この写真は直接子どもたちと触れ合

うことができて、学生たちも楽しんでいます。

左下の写真を見てください。こちらはポラリ
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スの先輩がつくってくれた「健全育成かるた」

です。絵は手描きですので、一応世界一のか

るたとなっています。取り札はA3判の大きさ

なので、体育館でも遊ぶことができます。昨

年末、２カ所の施設を訪問し、「健全育成かる

た大会」を行いました。未就学の子どもから

中学生までが参加しています。かるたの前に

みんなで「じゃんけん列車」というじゃんけ

んを使った遊びも行いました。じゃんけんを

して負けた子が後ろにくっつくゲームですが、

年齢の差もなくできたため非常に盛り上がり

ました。健全育成かるた大会では、読み札を

読む係と小さな子どもとチームを組む学生と

してかなり盛り上げました。熱戦を繰り広げ、

チームを組む学生は、子どもたちが飛び込ま

ないように見守りました。後日、施設からお

礼の手紙をいただいて、「また遊びに来てね」

と言われたときは非常にうれしかったです。 

 

■七夕づくり 

 

続いて七夕づくり活動の写真を紹介します。

仙台は七夕が有名ですが、皆さんご存じでし

ょうか。今年は８月６日から８日まで開催さ

れて、約220万人が来場したそうです。ポラ

リスは少年サポートセンターと協力して、平

成27年から七夕づくりをしています。私が参

加した去年の七夕づくりの写真を紹介します。

今年は５回作製しました。支援する少年の中

には小学生の男の子がいて、私をお兄ちゃん

と慕ってくれて、いつも一緒に作業を行いま

した。下の写真は出来上がったことを祝って

いる写真と、ちょっと上にあるのは私と一緒

に活動している子どもの写真です。作業を進

めるときに、初めはこの少年は私のことを警

戒していてあまり話も弾まなかったのですが、

活動の終盤に向かってだんだん会話も弾んで

きて、楽しく活動することができました。 

完成した七夕飾りは、仙台七夕まつり会場

に飾られ、たくさんの人に見てもらいました。

こちらが写真です。警察署の人から、「作業に

参加してくれた少年は、ポラリスや少年補導

員に褒められてとても喜んでいたよ」と言わ

れました。参加した私たちも大きな祭典で七

夕づくりを披露することができてうれしく思

いました。この活動は地元の『河北新報』に

も写真入りで大きく掲載されて、ネットニュ

ースにも載ってうれしかったです。今回は時

間の都合上紹介できませんが、申し訳ありま

せん。 

 

■少年警察ボランティア宮城大会 

 

次の写真は、今年の７月31日にやった「令

和元年度少年警察ボランティア宮城県大会」

です。今年はハンドベルを演奏しました。こ

のハンドベルは昨年度、宮城県防犯協会連合

会により贈呈を受けたものです。季節の歌と

して「たなばたさま」、そして「世界に一つだ

けの花」を演奏しました。短い練習時間では

あったのですが、最終的には上手にできたの

で非常によかったと思います。ハンドベルに

よる音楽療法というのは、ストレスで病んだ

心や体の症状改善等の効果が期待されていま

す。 

私たちも今回演奏してみて、ポラリスのみ

んなの心が一つになったような感じを受け、

達成感を得られました。子どもたちと一緒に

演奏したいと思っています。冬にはまた児童

養護施設訪問があるので、子どもたちを交え

てハンドベルを演奏するなどして活用したい

と考えています。 

次は県大会の写真です。宮城県の防犯合言

葉として「まけないよ」があります。「ま」は

万引しない、「け」は携帯で遊ばない、「な」

は殴らない、「い」はいじめない、「よ」は夜

遊びしない。こちらは震災があって大変な思

いをしたのですが、少年たちも負けないよと

いう心を持って、非行・震災に負けない強い

心を持ってほしいという思いを込めてつくり

ました。 

下の写真は今年つくったときの七夕写真で

す。 

活動を振り返ってみると、登録学生は50名

いますが、時間が合わず、なかなかみんなで

集まって活動することはできませんでした。

それでも活動できる人が活動に取り組んだ結

果、ポラリス宮城は年々充実していっている

と思います。 

最後に昨年の活動報告会での感想を紹介し

ます。「活動に参加する中で、少年たちにとっ

て兄という存在であるため、自分から積極的

に動くことや考えることが必要だと感じた」

という話がありました。また、「補導員さんと

活動することが少年たちと接するときのお手

本で、学ぶことができた」という声もありま

す。 

活動してみて感じたのは、この活動を頑張

ることが未来の宮城県の子どもたちにとって

も非常に意味のあることだということです。

子どもと目を合わせ、一緒に活動していくこ

とで少年たちのポラリスとなり、健やかな成

長を少しでも手助けできたらうれしく思って

います。卒業も近づくのですが、今後も大学

生という立場を生かした活動を計画し、実施

していきたいと思っています。ご清聴ありが

とうございました。 

野口 貝和さん、どうもありがとうございま

した。では、続きまして秋田県代表の鈴木寧々

さん、よろしくお願いします。 

 

■秋田県の活動 

 

鈴木 鈴木と申しま

す。よろしくお願い

します。私は特にパ

ワポとか写真は用意

していないので、お

話だけ聞いていただ

ければと思っていま

す。 

 まず初めに、テーマとされている「少年警

察ボランティアに参加する意義について」話

していきたいと思います。私にとって参加す

る意義としては、私自身の自己成長や社会性

の向上につながるとともに、対象となる少年

の自己肯定感や自己有用感を高め、結果的に

共生社会の実現を可能とするものだと考えて

います。 

 私自身、将来への志望として、教育学部で

学んだ者として共生社会の実現に向けた仕事

をしていきたいと考えています。共生社会と

いうのは共に生きる社会ということで、誰も

が自立し、社会参加に貢献して、活力のある

生活を送ることができるように間接的でも支

援していきたいと考えています。 

 大学の先輩の勧誘を受けて少年警察学生ボ

ランティアの存在を知りました。また、大学

の就職情報室にもボランティアの掲載があっ

たので、興味を持ち、参加しようと考えまし

た。一番の参加の動機としては、もちろん勧

誘を受けたのもありますが、私の中学校が結

構荒れていて、少年院や鑑別所に入った友達

もいたので、そういう人たちがどういう考え

を持っているのだろう、どういうことを生き

がいとしているのだろうという素朴な疑問か

ら、普段関わる機会のない非行少年たちの立

ち直り支援を行うことによって知見が広がる

だけでなく、物事を多角的・多面的に考える

ことができるのではないかと思って参加しま

した。 

 

■農業体験などを通して共感 

 

少年警察ボランティア活動としては、私は

去年、大学３年生から活動しているので、参

加回数としては数えるほど、５回ぐらいしか

なくて、正直自信を持って話す内容はないの

ですが、主に参加した活動としては、農業体

験や薬物乱用防止キャンペーンの広報活動、

「秋田竿灯まつり」の巡回を行いました。 

ボランティアをやって本当によかったと思

うこととしては、少年と共に参加した農業体

験において、食物を育てる苦労や食物の大切
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さを共感することができたとともに、少年か

ら「楽しかった」、「参加してよかった」とい

う言葉を聞けたときにうれしさがあふれて、

ボランティアに参加してよかったなと感じて

います。 

広報・啓発活動に参加して考えられること

としては、たとえ善意であっても独善的なも

のになってはいけなくて、やはり同じ立場に

立って、こっちが支援しているという考えで

はなくて、その人の気持ちを第一に考えて、

人としての尊厳を傷つけないように、原さん

もおっしゃっていましたが、相手の心に耳を

傾けることが大切なんだと考えています。 

学生としてどの程度関わっていけるか、関

わったほうがいいのかというところが私とし

てもとても難しくて、少年の家庭事情とか非

行歴は、少年も闇を抱えているというか、重

い雰囲気を出してしまうので、そういう事情

に関しては触れずに、年齢が近いということ

もあって、何げない会話、趣味や特技、最近

はまっていることなどを話して話題を広げて

いくことで自然と親近感が湧いて、少年の緊

張感や心が和らいで居場所づくりにつながっ

ているのではないかと考えています。 

触れ合う少年たちを見て気付いたこととし

ては、心のどこかに寂しさや悲しみを抱えて

いるということが一番だと思っていて、誰か

がそばにいる安心感や、もっと自分らしくい

られる環境が欲しいというのが少年たちの一

番の願いではないかと私は考えているので、

少しでも私の言葉掛けやボランティア活動の

雰囲気が少年たちにとってプラスの方向に向

いていけばと考えています。 

私は将来警察官にはなりません。教育学部

にいるので本来は教師になるべきですが、少

年に限らず、年齢も関係なく苦しみや悩みを

抱えている人たちは世の中にもっと多くいる

と思うので、私は会社で言うと日本赤十字社

に勤めて、人道的支援を通して少しでも他者

の気持ちを和らげて安心・安全を提供できれ

ばいいなと考えています。以上です。 

野口 ありがとうございました。それでは次

に移ります。東京都代表の青山さん、よろし

くお願いします。 

 

■東京・警視庁大学生少年補導員 

 

青山 皆さん、こん

にちは。私は帝京大

学法学部法律学科４

年生の青山広夢と申

します。本日はよろ

しくお願いします。 

 まず初めに、私が

所属している警視庁

大学生少年補導員のボランティア組織につい

て紹介します。警視庁大学生少年補導員の制

度は、平成28年度に発足し、今年で３年目を

迎えようとしています。総勢約160名の大学

生が、都内８カ所にあるいずれかの警視庁少

年センターに所属し、さまざまな活動を行っ

ています。ちなみに私は都内の西側のエリア

を主に担当している立川少年センターに所属

し、そこには約30名の大学生が在籍していま

す。 

 次に、少年警察ボランティア参加の動機に

ついてお話しします。私の将来の志望は警察

官として安全で安心した社会を実現すること

です。その中でも社会的弱者といわれている

青少年や女性・高齢者を狙った犯罪を取り締

まり、よりよい社会の実現を目指していきた

いと考えています。少年警察は、警察官にな

った際に携わりたい部署の一つでした。そこ

で、警察官を志す者として自分に何かできな

いかと思い、警視庁のホームページで掲載さ

れていたボランティアに応募することになり

ました。 

 続いて活動の概要を紹介します。主な活動

内容は、街頭補導、農業体験、折り紙教室と

いった青少年健全育成活動や非行防止活動な

どです。街頭補導活動では警察官、地域の補

導員と大学生補導員が協力して夕方の時間帯

に街頭パトロールを実施します。喫煙など、

不良行為対象者を発見した際には補導を行い、

注意を促し、再発防止に努めます。そのほか

に立ち直り支援活動の一環で野菜の苗植えか

ら収穫までを行う農業体験や餅つき大会など

のイベントも開催しています。 

 

■農業体験から素直な子どもの一面を見る 

 

続いて、こうした活動を通じて感じたこと

について紹介します。立ち直り支援活動の農

業体験でのエピソードを踏まえてお話ししま

す。ある日、小学校中学年の男の子が農業体

験に参加してくれました。その日、トウモロ

コシの収穫を予定していましたが、農場に到

着したときの少年はやる気がなさそうな様子

でした。私はその少年に対して声掛けをしな

がら収穫作業を始めました。すると少年の気

持ちがほぐれていく様子が分かり、最初はや

る気がなさそうにしていた少年が、最後には

笑顔で野菜の収穫を楽しんでいる様子へと変

わっていきました。こうした農業体験を通じ、

素直な子どもの一面を見ることができました。 

しかし、このような立ち直り支援活動は、

やったからといってすぐに子どもたちがよい

方向に改善していくとは限らないと考えてい

ます。少年たちとのコミュニケーションや、

社会性を身に付けてもらうための一つの手段

として継続的に実施していくことが大切だと

考えます。当たり前のことですが、青少年一

人一人が抱えている問題は違います。ですか

ら、個々の青少年の性格や生活環境の背景を

配慮し、対話していくことが大切だと感じま

した。 

ここで立ち直り支援活動の様子が分かる写

真を紹介します。今スクリーンに映し出され

ているのは、青少年が苗から一生懸命育てた

収穫前のトウモロコシの写真です。こちらは

実際に収穫をしているときの様子の写真です。

こちらは青少年が実際に幼稚園や保育園を訪

れて、折り紙教室で園児たちに折り紙の折り

方を教えている様子の写真です。こちらは、

クッキーをつくるイベントを少年センターで

開催し、小学校の女の子が一生懸命つくって

いる様子です。このようにおいしそうにつく

ることができました。 

最後に、大学生としてできることを、自分

の考えを伝えて、報告を終了させていただき

ます。私が大学生としてできることは、青少

年と年齢が近い大学生がよき話し相手となり、

話がしやすい環境づくりを担うことだと考え

ます。実際に大学生が立ち直り支援活動に参

加すると子どもたちはとても喜んでくれます

し、たくさん話し掛けてくれます。子どもた

ちに、大学生がいるから次回行われる立ち直

り支援活動やイベントに参加しようと思って

もらえれば、大学生として大変うれしいこと

だと思います。今後も積極的に街頭補導活動

や立ち直り支援活動に参加し、少しでも子ど

もたちの役に立つことができるよう尽力しま

す。ご清聴ありがとうございました。 

野口 青山さん、どうもありがとうございま

した。それでは続きまして、埼玉県代表の佐

藤さん、よろしくお願いします。 

 

■埼玉県学生ボランティア「ピアーズ」 

 

佐藤 皆さん、こん

にちは。私は埼玉県

から来ました埼玉工

業大学人間社会学部

心理学科４年、佐藤

璃奈と申します。本

日は埼玉県警察少年

非行防止学生ボラン

ティアを代表し、私がこれまで参加した活動

を通じて感じたこと、また気付いたことなど

をお話ししたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いします。 

 私が参加している学生ボランティアの愛称

は「ピアーズ」です。英語で「同世代の仲間」

という意味です。非行や不良行為を行う少年
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さを共感することができたとともに、少年か

ら「楽しかった」、「参加してよかった」とい

う言葉を聞けたときにうれしさがあふれて、

ボランティアに参加してよかったなと感じて

います。 

広報・啓発活動に参加して考えられること

としては、たとえ善意であっても独善的なも

のになってはいけなくて、やはり同じ立場に

立って、こっちが支援しているという考えで

はなくて、その人の気持ちを第一に考えて、

人としての尊厳を傷つけないように、原さん

もおっしゃっていましたが、相手の心に耳を

傾けることが大切なんだと考えています。 

学生としてどの程度関わっていけるか、関

わったほうがいいのかというところが私とし

てもとても難しくて、少年の家庭事情とか非

行歴は、少年も闇を抱えているというか、重

い雰囲気を出してしまうので、そういう事情

に関しては触れずに、年齢が近いということ

もあって、何げない会話、趣味や特技、最近

はまっていることなどを話して話題を広げて

いくことで自然と親近感が湧いて、少年の緊

張感や心が和らいで居場所づくりにつながっ

ているのではないかと考えています。 

触れ合う少年たちを見て気付いたこととし

ては、心のどこかに寂しさや悲しみを抱えて

いるということが一番だと思っていて、誰か

がそばにいる安心感や、もっと自分らしくい

られる環境が欲しいというのが少年たちの一
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■東京・警視庁大学生少年補導員 
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持ちがほぐれていく様子が分かり、最初はや

る気がなさそうにしていた少年が、最後には

笑顔で野菜の収穫を楽しんでいる様子へと変

わっていきました。こうした農業体験を通じ、

素直な子どもの一面を見ることができました。 

しかし、このような立ち直り支援活動は、

やったからといってすぐに子どもたちがよい

方向に改善していくとは限らないと考えてい

ます。少年たちとのコミュニケーションや、
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として継続的に実施していくことが大切だと

考えます。当たり前のことですが、青少年一

人一人が抱えている問題は違います。ですか

ら、個々の青少年の性格や生活環境の背景を

配慮し、対話していくことが大切だと感じま

した。 

ここで立ち直り支援活動の様子が分かる写

真を紹介します。今スクリーンに映し出され

ているのは、青少年が苗から一生懸命育てた

収穫前のトウモロコシの写真です。こちらは

実際に収穫をしているときの様子の写真です。

こちらは青少年が実際に幼稚園や保育園を訪

れて、折り紙教室で園児たちに折り紙の折り
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クッキーをつくるイベントを少年センターで

開催し、小学校の女の子が一生懸命つくって

いる様子です。このようにおいしそうにつく

ることができました。 

最後に、大学生としてできることを、自分

の考えを伝えて、報告を終了させていただき

ます。私が大学生としてできることは、青少

年と年齢が近い大学生がよき話し相手となり、

話がしやすい環境づくりを担うことだと考え

ます。実際に大学生が立ち直り支援活動に参

加すると子どもたちはとても喜んでくれます

し、たくさん話し掛けてくれます。子どもた

ちに、大学生がいるから次回行われる立ち直

り支援活動やイベントに参加しようと思って

もらえれば、大学生として大変うれしいこと

だと思います。今後も積極的に街頭補導活動

や立ち直り支援活動に参加し、少しでも子ど

もたちの役に立つことができるよう尽力しま

す。ご清聴ありがとうございました。 

野口 青山さん、どうもありがとうございま

した。それでは続きまして、埼玉県代表の佐

藤さん、よろしくお願いします。 

 

■埼玉県学生ボランティア「ピアーズ」 

 

佐藤 皆さん、こん

にちは。私は埼玉県

から来ました埼玉工

業大学人間社会学部

心理学科４年、佐藤

璃奈と申します。本

日は埼玉県警察少年

非行防止学生ボラン

ティアを代表し、私がこれまで参加した活動

を通じて感じたこと、また気付いたことなど

をお話ししたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いします。 

 私が参加している学生ボランティアの愛称

は「ピアーズ」です。英語で「同世代の仲間」

という意味です。非行や不良行為を行う少年
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たちと年齢が近く、またその気持ちを理解し

やすい私たちのような大学生ボランティアが

少年たちのお兄さん・お姉さんという立場で

声を掛けたり見守っていこうという趣旨から

名付けられました。 

 現在ピアーズは22の大学から59名の学生

が委嘱され、活動しています。主な活動の内

容としては、県警の職員と一緒に学習支援や

農業体験、また、料理教室や織物教室などの

物づくり体験、さらに浦和レッズをはじめと

したプロスポーツ選手の協力を得て「非行防

止スポーツ教室」等を行っています。また、

キャンペーン等、非行防止教室のアシスタン

ト、街頭補導活動など、少年の健全育成を目

的としたさまざまな活動にも参加しています。 

 私はピアーズの活動は今年で２年目になり

ます。もともと私が大学生のうちにできるこ

とって何だろう、何かしたいなと考えていた

ときに大学でピアーズの募集のポスターが目

に留まり、ピアーズが大学生だからこそでき

るボランティアだということを知り、興味を

持ちました。ピアーズの活動はまさに大学生

の力を発揮できる場所だと思っています。現

在私は大学で心理学の勉強をしていますが、

大学の勉強もこのボランティアの活動で少年

たちとの触れ合いの中に生かしていけたらい

いなという思いで今年も参加しています。 

 

■大学で授業やスポーツを実体験 

 

それでは、昨年私が参加したボランティア

の中で一番心に残っている活動を紹介したい

と思います。私がピアーズの活動に参加して

しばらくたったころ、少年課の人から「ボラ

ンティア活動を自分で企画してみないか」と

いう声掛けをしていただきました。それまで

私は、少年課の人が企画してくれたボランテ

ィアにお手伝いのような気持ちで参加してい

たのですが、まさか自分で企画するとは思い

もよらず、お話をいただいたときは戸惑いも

ありましたが、次第に自分の企画したもので

子どもたち、少年たちに何か喜んでもらえた

らいいなという気持ちが湧いてきました。そ

して、大学生にしかできないことって何だろ

うとか、どんなことをしたら子どもたちの心

に響くのかという部分に重点を置きながら、

私なりのボランティア活動を企画することに

しました。 

私が実際に考えて企画したのが、現在私が

通っている埼玉工業大学で少年たちに大学で

の授業やスポーツを実際に体験してもらいた

い、そこから何か学んでもらいたいというも

のでした。その少年たちは今回初めて大学に

来たという子が多かったように、少年たちは

まだまだ知らないことがたくさんあります。

将来の夢を見つけるためには、いろいろなこ

とを知り、聞いたり体験することが大事だと

私は思っています。私は、この体験を通して

少年たちが経験や知識を少しでも広げ、自分

の夢や目標を見つけてもらえたらいいなとい

う思いで企画しました。 

実際に企画した内容は、まず「大学ってど

んなところ？」という素朴な質問に答える自

己紹介と質問コーナー。次に、「心理学のテス

トで自分を知ろう」という性格診断、心理テ

スト。そして「全国レベルを体感しよう」と

いう卓球教室を行いました。 

協力してくれたピアーズの仲間が、大学っ

てこんなところだよという自己紹介と、学部

や学校の内容の紹介をしました。少年たちは

初めは恥ずかしさもあるようで、質問はほと

んど出てこなかったのですが、次第に慣れて

くると和やかな雰囲気で質問コーナーをする

ことができました。 

心理テストでは心理学科の教授に協力して

いただき、少年たちと一緒に「バウムテスト」

という紙に木の絵を描く心理検査をやっても

らいました。この体験では自分のことを知る

という意味があって、バウムテストを通じて

自分にはどんな強みがあるのかとか、どんな

性格傾向があるのかを知ってもらいたいとい

う思いがあります。みんな自分の描いた木の

絵を見ながら解説を聞き、一喜一憂して盛り

上がりました。大学でしかできないような勉

強ができるということを知ってもらえたので

はないかと思います。 

最後に、本校ではインターハイにも出場し、

活躍する卓球の選手がいるのですが、その人

たちから卓球の指導をしてもらいました。卓

球部の中学生が参加していたため、全国レベ

ルの選手との練習にみんな真剣な表情で指導

を受けてくれました。それがとても印象的で

した。この体験学習では、初めは緊張してい

た子どもたちも最後には自分から話し掛けて

きてくれて、夢を教えてくれたり、楽しかっ

たという感想を言ってくれたりもしました。

自分で企画したものにそういうふうに言って

もらえたことがとてもうれしく、またボラン

ティアとしてのやりがいを感じる活動となり

ました。この体験学習を通じて少年たちには、

大学ではさまざまな分野の勉強があり、また

自分の学びたいことが学べること、将来みん

なが輝ける場所が必ずどこかにあるというこ

とが伝わっていたらうれしいと思っています。 

 

■みんな普通の子 

 

私はピアーズを通じてボランティア活動を

する中で、少年はみんなどこにでもいる普通

の子だということに気付きました。中には、

もしかしたら非行がある少年や家庭環境に問

題がある少年がいたかもしれませんが、自分

が接している中ではみんな普通の子で、「あっ」

と思うことは全然なかったです。私は少年の

非行防止に大事なのは、少年を型にはめて見

ないことではないかと思います。誰でも失敗

することはあると思います。その失敗で悪い

子と決め付けてしまえば、少年たちが生きづ

らくなってしまうのではないかと思います。

私は少年がもし何かアクションを起こしたと

きには、「どうしてそう思ったの？」と少年の

考えを聞いて、少年の気持ちに寄り添うよう

にしたいと心掛けています。誰でも自分に関

心のある人に話しやすく、親しみやすいと思

うからです。 

最後になりますが、大学生ボランティアと

して何ができるのかについて私の意見をお話

ししたいと思います。私の考えは、私自身が

企画した大学での体験学習にもつながってい

ます。ピアーズでのボランティア活動は、初

めは話し掛けても何の反応もない少年も結構

いるのですが、私自身が楽しそうにしている

とだんだん打ち解けて、最後の別れ際には手

を振ってくれたり、楽しかったと言ってくれ

る子がほとんどです。大学生は中学生や小学

生にとってそう遠くない未来であり、少年た

ちにとっては想像しやすい未来ではないかと

思います。 

私はこのような活動を通じて、私たち大学

生がいろいろなことに一生懸命取り組んでい

て楽しそうな姿を少年たちに見せることによ

って、少年たちが想像する未来が少しでも明

るくなるのではないかと考えています。です

から、私はできるだけ自分が大学生である今、

何をしていて、何ができて、どう楽しいかと

いうことを少年との触れ合いの中で伝えてい

くことを意識して活動しています。 

大学生ボランティアとしてたった数日の関

わりでできることはきっと少ないと思います。

しかし、私が少年たちの心の中に今日は楽し

そうな大学生と交流できたなという時間や印

象を残していくことで、少年たちの未来への

希望を与えられているのではないかと思って

います。これからもボランティア活動を通じ

て自分自身も少年たちと一緒に成長していく

つもりで積極的に参加していきたいと思って

います。本日はご清聴ありがとうございまし

た。 

野口 佐藤さん、ありがとうございました。

続いて岐阜県代表の白木さん、よろしくお願

いします。 
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たちと年齢が近く、またその気持ちを理解し
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ときに大学でピアーズの募集のポスターが目
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大学の勉強もこのボランティアの活動で少年
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■大学で授業やスポーツを実体験 
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の中で一番心に残っている活動を紹介したい
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のでした。その少年たちは今回初めて大学に

来たという子が多かったように、少年たちは

まだまだ知らないことがたくさんあります。
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う思いで企画しました。 
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■岐阜県防犯ボランティア「アイリス」 

 

白木 皆さん、こんに

ちは。岐阜県から来ま

した東海学院大学２年

生の白木すみれです。

よろしくお願いします。

今日は防犯ボランティ

アを通じて私が感じた

こと・学んだことを中

心に話したいと思います。内容としては今ま

でと視点が違ったりするのですが、聞いてい

ただければ幸いです。 

 まず私が所属しているアイリスについて紹

介します。現在アイリスは発足して３年目で、

私は２年目から参加しています。アイリスは

防犯ボランティアの一つで、小学校や中学校

へ行き「情報モラル教室」を開いています。

内容としては、ネットの危険性やSNS上のト

ラブルに関することを大学生が実際体験した

ことなどを交えて話すことで、スマホの依存

やSNS上のトラブル、犯罪について訴えます。

そして保護者に対してはKDDIからフィルタ

リングの話などをします。ただ話すだけでは

伝わりにくいし、聞いているほうも飽きてし

まうので、アニメーション動画を使うなど工

夫をしています。打ち合わせのときにはお互

いに、自分のSNS上の失敗談や友達の失敗談

を話しています。驚く内容が多々あり、私は

毎回驚かされています。 

 

■サイバー防犯ボランティア 

 

７月からはもう一つ、岐阜県のサイバー防

犯ボランティアの委嘱がありました。インタ

ーネット上の違法有害情報を見つけて報告す

るボランティアです。こちらはまだ経験が浅

く、違法有害情報を見つけることに苦戦して

います。しかし、探せば探すほど出てきます。

ネットやスマホの恐ろしさを感じました。 

次は活動を通じて感じたこと、気付いたこ

とについて。まとめると、「教えることは学ぶ

こと」です。私はいつも教える側、伝える側

で小学生や中学生の前に立ちます。しかし、

逆に私が学ぶこと、知ることがあります。分

かりにくいと思いますので、具体的な例を述

べながら説明します。 

まず一つ目、携帯を持っているかを質問を

したとき、小学生は４割ほどが挙手をしまし

た。１年生から６年生までと幅広く、自分が

小学生のときとは全く違います。小学生が携

帯を持つことすら当たり前の時代になったの

でしょうか。私は当時メールを打つことにと

ても苦戦していましたが、今の小学生はビッ

トコイン、LINE Pay、ゲームの課金など、

さまざまな言葉を知っていました。これがギ

ャップを感じたものの一つでした。 

そして、実際にあった身近な出来事につい

て。私はスマホゲームはあまりしないので、

課金で50万を超えたとか、書き込みには気を

付けているので不適切な投稿をしたとかはな

く、SNS上のトラブルについて説明されても

あまり関心はありませんでした。しかし、実

際にあり得ることだと、身近に起きているこ

とだとアイリスに入ってから気付きました。

アイリスのメンバーや友人の体験談を参考に

小中学生に話す内容を決めているからです。

ここに書かれていることも私が聞いた実際に

起こったことです。 

次に携帯を使ったやりとりは誤解を招きや

すいということ。私たちのコミュニケーショ

ンは三つの種類があります。「メラビアンの法

則」をご存じでしょうか。初対面の人間を認

識する割合は、言葉そのものの意味・話の内

容などの言語的コミュニケーションが７％、

声の質・話す速さ・声の大きさ・口調など準

言語的コミュニケーションが38％、見た目・

仕草・表情・視線など非言語的コミュニケー

ションが55％であるというものです。携帯の

場合は画面越しであるため、言葉そのものの

意味や話の内容など言語的情報のみで判断し

ていくことになります。これは親しい者同士

のやりとりであっても同じことが言えるでし

ょう。大学で学んだことと一致した瞬間、私

はより一層友人にメッセージを送るときには

気を付けるようになりました。 

幾つか挙げた例のように、私は情報モラル

教室を通じて自分も学んでいることに気が付

きました。実際に気付いたからこそ、学んだ

からこそ冷静に判断できた場面が多々ありま

す。携帯で漫画を読むことにはまり、続きを

見るにはお金が要るときのことです。続きを

見たいと強く思って数百円を使い、もう一度

数百円分ならとお金を使おうとしたとき、ふ

と思いました、「これって自分が情報モラル教

室で言ったことと同じじゃないのか」。ふと気

付いたら50万も使っていたなんてしゃれに

ならない。私は踏みとどまりました。これは

知っていれば防げるトラブルだと思います。 

生徒との年齢が近い大学生が行う意義は内

容を身近に感じやすい。一方的に話すのでは

なく、共感を持てる参加型ということです。

そもそもアイリスが発足された理由の一つで

すので、なるべく近い目線で親しみを持って

もらうように伝えます。 

 

■今後したいこと 

 

今後の活動では大きく三つしたいことがあ

ります。一つ目は、より多く情報モラル教室

を開くこと。「情報モラル教室と言えばアイリ

ス」と言ってもらえるぐらいアイリス活動を

広げていきたいです。これが少年たちのSNS

上などの無用なトラブルを未然に防ぐことに

つながればいいなと思います。 

二つ目が、大学生をたくさん巻き込むこと。

大学生だからといって正しい情報モラルを持

っているとは限りません。一緒に学んでいく

のです。その機会を提供することがアイリス

の役目だと思います。そして三つ目が、海外

で学生と交流する中で世界の情報モラル教育

事情を知ること。以前オーストラリアに留学

したとき、私が通っていたオーストラリアの

学校では１日かけて情報モラル、防犯、交通

安全、犯罪などについて研修をしていました。

テレビに関しては年齢に応じたガイドライン、

メーキングスキームというものが広く認知さ

れ、情報モラルでは違反した場合は裁判ざた

になることがあり、実際日本人留学生が訴訟

された例もあります。比べて日本においては

このようなフィルタリングが甘いと思います。

今の日本の事情からすると、各個人が自覚を

持ち、フィルタリングや情報モラルをいま一

度確認しないといけません。私はその手助け

をすることもボランティアの一つだと思いま

す。 

さらに私は今月２週間、日独学生青年リー

ダー交流事業の派遣団員としてドイツに行き

ます。そこではドイツの学生とディスカッシ

ョンをしたり話をしたりする機会もあるので、

ドイツ事情についても聞いてみたいです。 

行動したくても大学生も忙しく、勉強もリ

ポートもバイトも、人によっては自動車学校

にも通っています。他県の大学のことは分か

りませんが、私の大学ではボランティアは公

欠になりません。自分で時間をつくっていく

しかありません。もしかしたら数回しか参加

できないかもしれないし、定期的にボランテ

ィアに参加できないかもしれません。でも、

それでもいいと思います。自分のペースでや

っていけばいいと思います。私たちは学生で

あり、勉強を優先しても責められはしません。 

自分の大学ではボランティア情報が掲示板

に掲示されるのみで、大学側の理解が得られ

ているのかは微妙ですが、生徒はボランティ

アのサークルを立ち上げるなど仲間を集い、

手探りの状態ではありますが少しずつ行動し

ています。今何ができるのか、まずは行動を

起こすこと。いつも協力してくれる警察官は、

新たにやりたい活動があれば教えてほしいと

積極的になってくれます。何も大学生だけで

解決していけと言われているわけではありま

せん。一歩ずつ踏み出して巻き込んでいきま

しょう。 
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ちは。岐阜県から来ま

した東海学院大学２年

生の白木すみれです。

よろしくお願いします。

今日は防犯ボランティ

アを通じて私が感じた

こと・学んだことを中

心に話したいと思います。内容としては今ま

でと視点が違ったりするのですが、聞いてい

ただければ幸いです。 

 まず私が所属しているアイリスについて紹

介します。現在アイリスは発足して３年目で、

私は２年目から参加しています。アイリスは

防犯ボランティアの一つで、小学校や中学校

へ行き「情報モラル教室」を開いています。

内容としては、ネットの危険性やSNS上のト

ラブルに関することを大学生が実際体験した

ことなどを交えて話すことで、スマホの依存

やSNS上のトラブル、犯罪について訴えます。

そして保護者に対してはKDDIからフィルタ

リングの話などをします。ただ話すだけでは

伝わりにくいし、聞いているほうも飽きてし

まうので、アニメーション動画を使うなど工

夫をしています。打ち合わせのときにはお互

いに、自分のSNS上の失敗談や友達の失敗談

を話しています。驚く内容が多々あり、私は

毎回驚かされています。 

 

■サイバー防犯ボランティア 

 

７月からはもう一つ、岐阜県のサイバー防

犯ボランティアの委嘱がありました。インタ

ーネット上の違法有害情報を見つけて報告す

るボランティアです。こちらはまだ経験が浅

く、違法有害情報を見つけることに苦戦して

います。しかし、探せば探すほど出てきます。

ネットやスマホの恐ろしさを感じました。 

次は活動を通じて感じたこと、気付いたこ

とについて。まとめると、「教えることは学ぶ

こと」です。私はいつも教える側、伝える側

で小学生や中学生の前に立ちます。しかし、

逆に私が学ぶこと、知ることがあります。分

かりにくいと思いますので、具体的な例を述

べながら説明します。 

まず一つ目、携帯を持っているかを質問を

したとき、小学生は４割ほどが挙手をしまし

た。１年生から６年生までと幅広く、自分が

小学生のときとは全く違います。小学生が携

帯を持つことすら当たり前の時代になったの

でしょうか。私は当時メールを打つことにと

ても苦戦していましたが、今の小学生はビッ

トコイン、LINE Pay、ゲームの課金など、

さまざまな言葉を知っていました。これがギ
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て。私はスマホゲームはあまりしないので、

課金で50万を超えたとか、書き込みには気を

付けているので不適切な投稿をしたとかはな

く、SNS上のトラブルについて説明されても

あまり関心はありませんでした。しかし、実

際にあり得ることだと、身近に起きているこ

とだとアイリスに入ってから気付きました。

アイリスのメンバーや友人の体験談を参考に

小中学生に話す内容を決めているからです。

ここに書かれていることも私が聞いた実際に

起こったことです。 

次に携帯を使ったやりとりは誤解を招きや

すいということ。私たちのコミュニケーショ

ンは三つの種類があります。「メラビアンの法

則」をご存じでしょうか。初対面の人間を認

識する割合は、言葉そのものの意味・話の内

容などの言語的コミュニケーションが７％、

声の質・話す速さ・声の大きさ・口調など準

言語的コミュニケーションが38％、見た目・

仕草・表情・視線など非言語的コミュニケー

ションが55％であるというものです。携帯の

場合は画面越しであるため、言葉そのものの

意味や話の内容など言語的情報のみで判断し

ていくことになります。これは親しい者同士

のやりとりであっても同じことが言えるでし

ょう。大学で学んだことと一致した瞬間、私

はより一層友人にメッセージを送るときには

気を付けるようになりました。 

幾つか挙げた例のように、私は情報モラル

教室を通じて自分も学んでいることに気が付

きました。実際に気付いたからこそ、学んだ

からこそ冷静に判断できた場面が多々ありま

す。携帯で漫画を読むことにはまり、続きを

見るにはお金が要るときのことです。続きを

見たいと強く思って数百円を使い、もう一度

数百円分ならとお金を使おうとしたとき、ふ

と思いました、「これって自分が情報モラル教

室で言ったことと同じじゃないのか」。ふと気

付いたら50万も使っていたなんてしゃれに

ならない。私は踏みとどまりました。これは

知っていれば防げるトラブルだと思います。 

生徒との年齢が近い大学生が行う意義は内

容を身近に感じやすい。一方的に話すのでは

なく、共感を持てる参加型ということです。

そもそもアイリスが発足された理由の一つで

すので、なるべく近い目線で親しみを持って

もらうように伝えます。 

 

■今後したいこと 

 

今後の活動では大きく三つしたいことがあ

ります。一つ目は、より多く情報モラル教室

を開くこと。「情報モラル教室と言えばアイリ

ス」と言ってもらえるぐらいアイリス活動を
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学校では１日かけて情報モラル、防犯、交通

安全、犯罪などについて研修をしていました。

テレビに関しては年齢に応じたガイドライン、

メーキングスキームというものが広く認知さ

れ、情報モラルでは違反した場合は裁判ざた

になることがあり、実際日本人留学生が訴訟

された例もあります。比べて日本においては

このようなフィルタリングが甘いと思います。

今の日本の事情からすると、各個人が自覚を

持ち、フィルタリングや情報モラルをいま一

度確認しないといけません。私はその手助け

をすることもボランティアの一つだと思いま

す。 

さらに私は今月２週間、日独学生青年リー

ダー交流事業の派遣団員としてドイツに行き

ます。そこではドイツの学生とディスカッシ

ョンをしたり話をしたりする機会もあるので、

ドイツ事情についても聞いてみたいです。 

行動したくても大学生も忙しく、勉強もリ

ポートもバイトも、人によっては自動車学校

にも通っています。他県の大学のことは分か

りませんが、私の大学ではボランティアは公

欠になりません。自分で時間をつくっていく

しかありません。もしかしたら数回しか参加

できないかもしれないし、定期的にボランテ

ィアに参加できないかもしれません。でも、

それでもいいと思います。自分のペースでや

っていけばいいと思います。私たちは学生で

あり、勉強を優先しても責められはしません。 

自分の大学ではボランティア情報が掲示板

に掲示されるのみで、大学側の理解が得られ

ているのかは微妙ですが、生徒はボランティ

アのサークルを立ち上げるなど仲間を集い、

手探りの状態ではありますが少しずつ行動し

ています。今何ができるのか、まずは行動を

起こすこと。いつも協力してくれる警察官は、

新たにやりたい活動があれば教えてほしいと
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今日一緒に岐阜県代表として来た学生も私

が巻き込みました。今後は大学が忙しくなり、

実習も入るのでなかなか思うように活動がで

きないかもしれません。ですが、自分なりに

できる精いっぱいのことをやっていき、アイ

リス１期生が築き上げたものを引き継いで、

次の世代に渡していきたいです。以上で終わ

ります。ご清聴ありがとうございました。 

野口 白木さん、どうもありがとうございま

した。それでは最後の発表になります。愛知

県代表の杉浦さん、よろしくお願いします。 

 

■愛知県・ユースサポーター 

 

杉浦 皆さん、こん

にちは。愛知県から

来ました中京大学法

学部法律学科４年の

杉浦幸郷と申します。

本日私は大きく四つ

のことについてお話

しさせていただきま

す。一つ目は愛知県少年警察ボランティアユ

ースサポーターについて。二つ目はユースサ

ポーターの活動内容について。三つ目は支援

活動の実例紹介。四つ目はわれわれ学生の意

識を高める研修会の紹介です。 

 まずユースサポーターについて説明します。

平成17年６月、20名の大学生ボランティア、

ユースサポーターアドバイザーとして発足し

ました。平成23年度からは生活安全部長から

委嘱を受けたユースサポーターと名称を変更

して、少年警察ボランティアとして活動を行

っています。今年度の状況は、委嘱数31名で

す。内訳はご覧のとおりです。 

 こちらは昨年度私たちユースサポーターが

参加した24の活動です。昨年度は70回、延べ

146人のユースサポーターがこれらの活動に

参加しました。私は今までに学習支援、農業

体験、陶芸教室、スポーツ体験教室、警察関

係のイベントの手伝いなどさまざまな活動に

参加してきました。ボランティア活動を行う

ようになったきっかけは、自分の将来に役立

つ、将来に生かせる、社会的に意義ある活動

だと思ったなど、警察官志望の私は少年の非

行防止・健全育成に携わる活動がとにかくや

ってみたかったというのが始めた理由です。 

 活動当初は少年たちの言葉や態度などにも

不安を感じながらやっていたことを覚えてい

ます。髪を染めている子、ピアスをしている

子が活動場所にいたりしますが、話してみる

と全く悪い子ではありませんでした。見た目

では決して判断してはいけないということを

再認識できた私の経験です。 

 

■少女の高卒認定取得 

 

ここで支援の実例を一つ紹介します。対象

少年は現在18歳、高校中退の有職少女です。

性風俗店やJKリフレ店で稼働し、友人に対す

る傷害事件で逮捕され、少年院送致となった

少女を少年院退院後、被害少年サポートとし

て支援中でした。少女は少年院に入院中に高

等学校卒業程度認定試験を知り、院内で学習

して既に複数の科目に合格しています。少女

は少年院退院後も高卒認定取得の意欲を失っ

ていないということから定期的な学習支援を

実施し、高卒認定取得を目指す取り組みを始

めました。たった一人の支援ですが、この少

女の立ち直りが周囲に与える影響はとても大

きかったです。 

昨年11月、対象少年と今後の進め方などの

話をし、支援をスタートしました。少女が合

格を目指す科目は４科目。毎週１回のペース

で支援を続けていきました。試験本番までは

約９カ月と長期にわたる支援となります。学

習支援をスタートして間もなく、少年課の人

が本人の夢を聞いたとき、「大学に行って保健

室の先生になりたい」と少女は話しました。

自分が昔不登校気味で保健室登校をしていた

際、保健室の先生がいろいろな悩みを聞いて

くれた、同じ悩みを持つ子の気持ちを分かっ

 

てあげられるかもしれないというのが理由で

す。 

支援をスタートしましたが、多くの課題が

ありました。それは少年院入院中の生活と退

院後の生活が全く異なるということです。こ

れは当然のことですが、今は遊びたい年ごろ

であり、さまざまな誘い、誘惑が支援を邪魔

します。運送業のアルバイトと両立しながら

毎週１回警察署で行う学習支援、いかにして

モチベーションを下げずに支援を続けられる

か。支援のたびに少女と会話し、そのときの

状況を把握するようにしました。目標を見失

っていそうなときには、何かしらのアドバイ

スをして学習に取り組ませました。 

少女に家庭学習を短時間でも行うように促

しますが、できていない状況が続きます。そ

の対策として、鉛筆を持っての勉強が無理な

ら、歴史は漫画本を読んで流れがつかめるよ

うにしました。また、ちょっとした時間でも

スマホから勉強できるように、10分間歴史動

画サイトを紹介し、少女のスマホにリンクを

張らせたりしました。 

学習支援の指導者はユースサポーターまた

は少年課の警察職員が担当しています。警察

職員は県教育委員会からの派遣者で、県立学

校の現役高校教師です。学習支援を進めてい

く中で、仕事先の残業で学習の開始時間に間

に合わない場合は電話でその旨を伝えてくる、

支援開始から一度も休んでいない。これは当

たり前のことかもしれませんが、少女にとっ

てかなり大きな成長だと周囲の少年課員が言

っています。だから何とかしてあげたい、何

とか合格してほしいという気持ちが私たちの

中に常にあります。 

昨年11月から勉強を始めて４カ月が経過

したころ、一生懸命取り組む姿の反面、職場

でのさまざまな問題や勉強の進み具合など、

少女の内面での葛藤や悩みも垣間見え始めま

した。当時の少女の風貌はいわゆるギャルで

あり、中学生の妹もその影響を多大に受けて

いました。仕事も容姿等に全く気を使う必要

のない職場のため、他人の介入がなければ改

善は期待できない状況でした。 

今年18歳になった少女に対し、社会人とし

て自立するためには内面や就労意識、資格は

重要な要素ですが、見た目で損をしない外見、

大人として最低限身に付けるべきマナーも必

須条件となります。そこで少女がこれまでの

生活で学ぶことのできなかった社会人として

の服装などの身だしなみや立ち振る舞いにつ

いて、少女自身が意識して変わろうとするき

っかけをつくることにし、外見から変身する

こととしました。少女が変貌を遂げることに

よって影響を受ける周囲の少女たちの意識改

革も見据えた立ち直り支援活動です。 

まず服装です。洋服と靴は少年課が子ども

の性被害支援でお世話になっている病院の関

係者から寄付してもらいました。女性の少年

課員とユースサポーターが本人の意見を聞き

ながら洋服と靴の選択をしました。講師であ

る美容師から髪の色や手入れ方法などさまざ

まなアドバイスを受け、少女は終始照れなが

ら受け答えをしていました。終了後、髪の色

が激変していることに気持ちが落ち込んでい

る面がありました。気持ちの落ち込みが激し

かったため少女の様子が心配でしたが、約１

週間後の学習支援の際、髪が美容師のアドバ

イスどおりの状態になり、少女は周りからの

評判がいいと話し笑顔を見せていたため、安

心しました。今回の取り組みが少女自身が意

識して変わろうとするきっかけの一つになっ

たと思っています。 

 

■ワークショップの研修会 

 

次は研修会の紹介です。私たちユースサポ

ーターが教養を身に付ける場として、今年度

ここまでに２回の研修が実施されました。一

つは非行防止教室においてワークショップを

行う際、進行役であるファシリテーターの役

割を学ぶ研修、もう一つは少年鑑別所の施設

見学を伴う研修を行いました。今後は鑑別所
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内の少年に運動指導を行うボランティアを行

っていく予定です。 

ここではワークショップの研修について説

明します。研修会では少年課員からの教養の

前に、ペーパータワーなどの２種類のアイス

ブレークを体験しました。その後ワークショ

ップでは１グループ４～５名に分かれ、現在

の青少年の課題は何か、その背景に何がある

のかをワールドカフェ方式で、課題を解決す

るためにユースサポーターとしてどのように

活動するのかをKJ法で話し合いを行いまし

た。ワークショップでは漠然とした意見では

なく、課題に対して具体性のある意見が多く、

話し合いの内容が充実しているように感じま

した。各グループの発表では、模造紙への書

き込みや付せんの貼り方にグループごとの工

夫が見られ、分かりやすいものとなりました。 

今後は夏季休養後の２学期に学校において、

いじめ防止をテーマとしたワークショップを

実践する予定が入っています。このような研

修会は学生側の意識を高めるよい場であり、

今後も継続して行っていくべきだと思います。 

最後となりますが、私はこの活動を通じて

実際に警察の人たちの仕事を見ることができ

たのはとてもよかったです。私が見た警察の

人たちの仕事はほんの少しですが、大学生の

うちにその一端を体験できたのはとてもよい

経験になりました。そして少年たちの心境の

変化が垣間見られたことがとてもうれしかっ

たです。最初は話してくれなかった少年たち

がだんだん話してくれるようになり、笑顔を

時に見せてくれたのが私にとってこのボラン

ティアに参加する原動力になりました。 

このボランティアに参加して一番よかった

と思うのが、自分自身が大きく成長できたこ

とです。私の弱点であるコミュニケーション

能力を改善させるきっかけになり、そして実

際に大きく成長できました。本研修会で聞い

たさまざまな県の取り組みをほかのユースサ

ポーターにしっかり還元、共有し、今後の活

動のきっかけづくりとしていきたいです。以

上、私が参加している愛知県の活動に関する

報告となります。ご清聴ありがとうございま

した。 

野口 杉浦さん、どうもありがとうございま

した。これで６名のパネラーの発表を終わり

ました。よく準備をしていただき、いろいろ

な活動内容が紹介されて、画像を交えたりし

ながら体験などを報告していただきました。

ボランティアではありますが、心を傾けて一

生懸命、学生の皆さんが少年に接している様

子が伝わってきまして、胸がじーんとする場

面もありました。 

 当初、17～18年前には、夜、危険がないよ

うに注意をしながら、大人の補導員の後をつ

いて一緒に歩き、補導の実態を学ぶところか

ら始めたのですが、今日伺っていると、これ

ほどいろいろなところで工夫した活動の種類

が増えてきているということです。かなり専

門的な、時代に合わせてサイバーパトロール

的なところまでも踏み込んでボランティア活

動をやっていただいていますし、また、今日

ご出席のパネラーたちのそれぞれの教育のバ

ックグラウンドを生かした活動ができている

ということで、健全にこの活動が発展してい

ることを、非常にうれしく思いました。 

 前半は皆さんのお話を伺うということで、

その後からディスカッションにしたいと思い

ますが、まだ５分あります。フロアに埼玉県

から先生がいらしているようなのでこの５分

の時間に大学からの支援ということでお話を

うかがいたいと思います。大学から支援を受

けていないけれども頑張っているという学生

もいましたが、多分そちらの大学では何か支

援があるのでしょうか。私も最初は大学の授

業に組み入れるということで苦労しました。

ボランティアと授業とは違うというご意見の

先生もいらっしゃいますし、その点どんなふ

うに取り組まれているか、現状をお話しいた

だけますか。 

小野 埼玉工業大学人間社会学心理学科の小

野です。専攻が犯罪心理学ということで、県

警にもいろいろな形でお世話になっていて、

その関連で学生にピアーズへの参加もいろい

ろ働き掛けています。大したことは何もして

いないのでお話しすることはないのですが、

今回はピアーズの佐藤が県警と協力して大学

で何かやれないかということで、大学が全面

的に協力しようということになりました。今

私の脇にいるのが関東１部リーグにも入った

卓球部の佐藤君ですが、卓球部の協力も得て、

あと私は専門が心理学ですので、簡単な心理

検査をちょっと体験してみようかとか、いろ

いろな部署と協力しながら佐藤が中心になっ

て実施したのが今回のピアーズの活動です。

今後も学生の創意に基づいて活動をいろいろ

展開していきたいと考えています。回答にな

ったかどうか分かりませんが。 

野口 ありがとうございます。今、支援があ

る・ないにかかわらず、皆さん活動していら

っしゃるのですが、どういうことがあればも

っとこの活動がうまくいくか、大学がどうい

う対応をしているか、支援する、あまり勧め

ない、支援もしないし邪魔もしないなど、い

ろいろあると思いますので、その辺りを後半

に話しあいたいと思います。ありがとうござ

いました。 

 それでは前半を終わりまして、10分間休憩

をして次に移りたいと思います。前半、非常

に良い発表をしていただきました。皆さまあ

りがとうございました。 

P14-27.indd   26 2019/11/20   17:36:35



27 

内の少年に運動指導を行うボランティアを行

っていく予定です。 

ここではワークショップの研修について説

明します。研修会では少年課員からの教養の

前に、ペーパータワーなどの２種類のアイス

ブレークを体験しました。その後ワークショ

ップでは１グループ４～５名に分かれ、現在

の青少年の課題は何か、その背景に何がある

のかをワールドカフェ方式で、課題を解決す

るためにユースサポーターとしてどのように

活動するのかをKJ法で話し合いを行いまし

た。ワークショップでは漠然とした意見では

なく、課題に対して具体性のある意見が多く、

話し合いの内容が充実しているように感じま

した。各グループの発表では、模造紙への書

き込みや付せんの貼り方にグループごとの工

夫が見られ、分かりやすいものとなりました。 

今後は夏季休養後の２学期に学校において、

いじめ防止をテーマとしたワークショップを

実践する予定が入っています。このような研

修会は学生側の意識を高めるよい場であり、

今後も継続して行っていくべきだと思います。 

最後となりますが、私はこの活動を通じて

実際に警察の人たちの仕事を見ることができ

たのはとてもよかったです。私が見た警察の

人たちの仕事はほんの少しですが、大学生の

うちにその一端を体験できたのはとてもよい

経験になりました。そして少年たちの心境の

変化が垣間見られたことがとてもうれしかっ

たです。最初は話してくれなかった少年たち

がだんだん話してくれるようになり、笑顔を

時に見せてくれたのが私にとってこのボラン

ティアに参加する原動力になりました。 

このボランティアに参加して一番よかった

と思うのが、自分自身が大きく成長できたこ

とです。私の弱点であるコミュニケーション

能力を改善させるきっかけになり、そして実

際に大きく成長できました。本研修会で聞い

たさまざまな県の取り組みをほかのユースサ

ポーターにしっかり還元、共有し、今後の活

動のきっかけづくりとしていきたいです。以

上、私が参加している愛知県の活動に関する

報告となります。ご清聴ありがとうございま

した。 

野口 杉浦さん、どうもありがとうございま

した。これで６名のパネラーの発表を終わり

ました。よく準備をしていただき、いろいろ

な活動内容が紹介されて、画像を交えたりし

ながら体験などを報告していただきました。

ボランティアではありますが、心を傾けて一

生懸命、学生の皆さんが少年に接している様

子が伝わってきまして、胸がじーんとする場

面もありました。 

 当初、17～18年前には、夜、危険がないよ

うに注意をしながら、大人の補導員の後をつ

いて一緒に歩き、補導の実態を学ぶところか

ら始めたのですが、今日伺っていると、これ

ほどいろいろなところで工夫した活動の種類

が増えてきているということです。かなり専

門的な、時代に合わせてサイバーパトロール

的なところまでも踏み込んでボランティア活

動をやっていただいていますし、また、今日

ご出席のパネラーたちのそれぞれの教育のバ

ックグラウンドを生かした活動ができている

ということで、健全にこの活動が発展してい

ることを、非常にうれしく思いました。 

 前半は皆さんのお話を伺うということで、

その後からディスカッションにしたいと思い

ますが、まだ５分あります。フロアに埼玉県

から先生がいらしているようなのでこの５分

の時間に大学からの支援ということでお話を

うかがいたいと思います。大学から支援を受

けていないけれども頑張っているという学生

もいましたが、多分そちらの大学では何か支

援があるのでしょうか。私も最初は大学の授

業に組み入れるということで苦労しました。

ボランティアと授業とは違うというご意見の

先生もいらっしゃいますし、その点どんなふ

うに取り組まれているか、現状をお話しいた

だけますか。 

小野 埼玉工業大学人間社会学心理学科の小

野です。専攻が犯罪心理学ということで、県

警にもいろいろな形でお世話になっていて、

その関連で学生にピアーズへの参加もいろい

ろ働き掛けています。大したことは何もして

いないのでお話しすることはないのですが、

今回はピアーズの佐藤が県警と協力して大学

で何かやれないかということで、大学が全面

的に協力しようということになりました。今

私の脇にいるのが関東１部リーグにも入った

卓球部の佐藤君ですが、卓球部の協力も得て、

あと私は専門が心理学ですので、簡単な心理

検査をちょっと体験してみようかとか、いろ

いろな部署と協力しながら佐藤が中心になっ

て実施したのが今回のピアーズの活動です。

今後も学生の創意に基づいて活動をいろいろ

展開していきたいと考えています。回答にな

ったかどうか分かりませんが。 

野口 ありがとうございます。今、支援があ

る・ないにかかわらず、皆さん活動していら

っしゃるのですが、どういうことがあればも

っとこの活動がうまくいくか、大学がどうい

う対応をしているか、支援する、あまり勧め

ない、支援もしないし邪魔もしないなど、い

ろいろあると思いますので、その辺りを後半

に話しあいたいと思います。ありがとうござ

いました。 

 それでは前半を終わりまして、10分間休憩

をして次に移りたいと思います。前半、非常

に良い発表をしていただきました。皆さまあ

りがとうございました。 

P14-27.indd   27 2019/11/20   17:36:35



28  

 
 

「少年警察ボランティアに参加する意義」 
～大学生として、今、何ができるか～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野口 それでは第２部を始めます。先ほどは

十分に時間があったでしょうか、それぞれの

活動内容をお話しいただきました。いろいろ

ご苦労があったことと思います。まず、活動

する上で大変だったこと、やっている最中に

追い風が吹いたか、向かい風が吹いたか、活

動を促進している要因と阻害した要因、何か

新しいことをはじめたときの抵抗など、その

辺の苦労話みたいなものを伺えますか。一人

ずつ３分ぐらいで順番にお願いします。 

 

■困ったこと、びっくりしたこと 

 

貝和 苦労したというか、初めて見てびっく

りしたという体験になるのですが、去年のク

リスマス近くにカラオケ店で街頭補導をして

いたのですが、自分が入ったところにいた二

十歳未満の子どもがたばこを持っていて実際

に補導対象になりました。今まで街頭補導と

いってもそういうのは目の当たりにはしたこ

とがなかったので、そういう子どももいるし、

何でそういうことをやったのかとそのとき一

緒にいた警察の職員がしっかりヒアリングを

していて、背景とかそういうところからもた

ばこを吸ってしまったとか、そういうところ

でいろいろ考えさせられることが多かったで

す。 

野口 うちの大学生もびっくりしていました。

実際に、「あ、捕まった」という感じのそのと

きの少年の顔、初犯の人、何度も捕まって照

れ笑いをしている人などいろいろあって、そ

ういうのを見ながら、学生は、次はどういう

ふうに対応していこうかなというところに向

かってはいくのですが、最初はびっくりした

ということです。ありがとうございます。 

鈴木 大変だったことというよりは、少し困

パネルディスカッション（第２部）

ったなということがあったのですが、農業体

験でジャガイモを採ったりしているときに、

ただの作業になっているなというのがありま

した。あくまで個々の作業になっていて、私

は積極的に話し掛けようと思って農業に関す

ることであったり、普段どういう生活してい

るの？とか、何げない会話をしたのですが、

全部が全部答えてくれるわけではなくて、普

通に黙り込んで黙々と作業をしている子もい

ました。 

 そうなったときに、あまりにもこちらから

質問攻めをしていると逆にコミュニケーショ

ンになっていない、ラポート、信頼関係が取

れていないというのがあって、一つは相手か

らの動作、言葉が出でくるのを待つというこ

とも大切だなと思っていて、ある程度少年の

行動やどういう少年なんだろうというのを観

察する力も必要なのだなというのを学びまし

た。 

野口 とても大事なお話だったと思います。

私も最初のころは草取りをやって、一緒の行

動をするということで、最初は話しかけるよ

りは行動で沿っていきました。そのうちに何

となく、虫がいたとか話が出てきて、次第に

話ができるようになったということを、今思

い出しました。関わり方って大事ですね。あ

りがとうございます。 

青山 私が困ったことは、以前街頭補導活動

をしていた際に、ゲームセンターの地下に喫

煙場所があって、そこで対象者が２名でたば

こを吸っていました。男性はスーツ姿、女性

はドレスのようなどう見ても二十歳以上に見

えるような風貌をしていたのですが、どこか

おかしな部分があって声を掛けました。おか

しな部分というのは、顔が幼くて、風貌に合

っていない。声を掛けてみると、男性は19歳、

女性は17歳で、カップルで今遊んでいるとい

う話をしていて、非行というか、まだ非行に

走っていない少年も大人をだます能力にたけ

ているというのを身をもって感じることがあ

りました。 

 そういった子どもたちから情報を聞き出す

のですが、普通に会話していてもなかなか聞

き出すことができなくて、最初私はそういっ

た子どもたちと対応するときには、対等に話

したいと思い敬語を使って話をするように心

掛けていたのですが、それだとかえって子ど

もたちが萎縮してしまって聞き出したい情報

も聞き出せずにいました。そこで、一緒に活

動している警察官の補導する姿を参考にしま

した。警察官は少年に対してフレンドリーに

話し掛けていました。友達ではないですが、

ソフトな声掛けをすることで青少年の心を開

いていき、聞き出したい情報を聞き出す、そ

ういったことを学ぶことができました。 

野口 それでまた思い出したのですが、うち

の学生が最初に実習した時に、「自分たちは着

ているものとか表面的なもので年齢をごまか

されてしまう。でも、ベテランの補導員や警

察官はどこを見るかというと、襟足や爪を見

るんですよ」と言っていました。そういう年

齢をあまり隠せないものを見て、その辺りで

年を偽っている場合はわかるそうです。初め

はどうやっていいかわからないけれども、そ

ういうことを学びますよね。いろいろご苦労

があったと思います。敬語を使っていいもの

か、ざっくばらんに言ったほうがいいのかと

か、多分最初は皆さん同じように戸惑いなが

ら進めてきたのだと思います。よくわかりま

す。 

佐藤 私が大変だなというか思い出すのは、

私はこのボランティアのほかに２年目になる

のですが児童養護施設で学習ボランティアも

していて、そこでの経験があったので、この

少年の非行防止ボランティアでの児童養護施

設での和菓子づくり体験もその経験を基にで

きるかなという気持ちで行ったのですが、児

童養護施設ごとに子どもの雰囲気が全然違っ

て、私が予想していた少年たちの雰囲気では

なかったのに衝撃を受けました。話し掛けて

も全然返答がないとか、一言一言にチクッと

いうとげのある発言があったりとかいうのを
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野口 それでは第２部を始めます。先ほどは

十分に時間があったでしょうか、それぞれの

活動内容をお話しいただきました。いろいろ

ご苦労があったことと思います。まず、活動

する上で大変だったこと、やっている最中に

追い風が吹いたか、向かい風が吹いたか、活

動を促進している要因と阻害した要因、何か

新しいことをはじめたときの抵抗など、その

辺の苦労話みたいなものを伺えますか。一人

ずつ３分ぐらいで順番にお願いします。 

 

■困ったこと、びっくりしたこと 

 

貝和 苦労したというか、初めて見てびっく

りしたという体験になるのですが、去年のク

リスマス近くにカラオケ店で街頭補導をして

いたのですが、自分が入ったところにいた二

十歳未満の子どもがたばこを持っていて実際

に補導対象になりました。今まで街頭補導と

いってもそういうのは目の当たりにはしたこ

とがなかったので、そういう子どももいるし、

何でそういうことをやったのかとそのとき一

緒にいた警察の職員がしっかりヒアリングを

していて、背景とかそういうところからもた

ばこを吸ってしまったとか、そういうところ

でいろいろ考えさせられることが多かったで

す。 

野口 うちの大学生もびっくりしていました。

実際に、「あ、捕まった」という感じのそのと

きの少年の顔、初犯の人、何度も捕まって照

れ笑いをしている人などいろいろあって、そ

ういうのを見ながら、学生は、次はどういう

ふうに対応していこうかなというところに向

かってはいくのですが、最初はびっくりした

ということです。ありがとうございます。 

鈴木 大変だったことというよりは、少し困

パネルディスカッション（第２部）

ったなということがあったのですが、農業体

験でジャガイモを採ったりしているときに、

ただの作業になっているなというのがありま

した。あくまで個々の作業になっていて、私

は積極的に話し掛けようと思って農業に関す

ることであったり、普段どういう生活してい

るの？とか、何げない会話をしたのですが、

全部が全部答えてくれるわけではなくて、普

通に黙り込んで黙々と作業をしている子もい

ました。 

 そうなったときに、あまりにもこちらから

質問攻めをしていると逆にコミュニケーショ

ンになっていない、ラポート、信頼関係が取

れていないというのがあって、一つは相手か

らの動作、言葉が出でくるのを待つというこ

とも大切だなと思っていて、ある程度少年の

行動やどういう少年なんだろうというのを観

察する力も必要なのだなというのを学びまし

た。 

野口 とても大事なお話だったと思います。

私も最初のころは草取りをやって、一緒の行

動をするということで、最初は話しかけるよ

りは行動で沿っていきました。そのうちに何

となく、虫がいたとか話が出てきて、次第に

話ができるようになったということを、今思

い出しました。関わり方って大事ですね。あ

りがとうございます。 

青山 私が困ったことは、以前街頭補導活動

をしていた際に、ゲームセンターの地下に喫

煙場所があって、そこで対象者が２名でたば

こを吸っていました。男性はスーツ姿、女性

はドレスのようなどう見ても二十歳以上に見

えるような風貌をしていたのですが、どこか

おかしな部分があって声を掛けました。おか

しな部分というのは、顔が幼くて、風貌に合

っていない。声を掛けてみると、男性は19歳、

女性は17歳で、カップルで今遊んでいるとい

う話をしていて、非行というか、まだ非行に

走っていない少年も大人をだます能力にたけ

ているというのを身をもって感じることがあ

りました。 

 そういった子どもたちから情報を聞き出す

のですが、普通に会話していてもなかなか聞

き出すことができなくて、最初私はそういっ

た子どもたちと対応するときには、対等に話

したいと思い敬語を使って話をするように心

掛けていたのですが、それだとかえって子ど

もたちが萎縮してしまって聞き出したい情報

も聞き出せずにいました。そこで、一緒に活

動している警察官の補導する姿を参考にしま

した。警察官は少年に対してフレンドリーに

話し掛けていました。友達ではないですが、

ソフトな声掛けをすることで青少年の心を開

いていき、聞き出したい情報を聞き出す、そ

ういったことを学ぶことができました。 

野口 それでまた思い出したのですが、うち

の学生が最初に実習した時に、「自分たちは着

ているものとか表面的なもので年齢をごまか

されてしまう。でも、ベテランの補導員や警

察官はどこを見るかというと、襟足や爪を見

るんですよ」と言っていました。そういう年

齢をあまり隠せないものを見て、その辺りで

年を偽っている場合はわかるそうです。初め

はどうやっていいかわからないけれども、そ

ういうことを学びますよね。いろいろご苦労

があったと思います。敬語を使っていいもの

か、ざっくばらんに言ったほうがいいのかと

か、多分最初は皆さん同じように戸惑いなが

ら進めてきたのだと思います。よくわかりま

す。 

佐藤 私が大変だなというか思い出すのは、

私はこのボランティアのほかに２年目になる

のですが児童養護施設で学習ボランティアも

していて、そこでの経験があったので、この

少年の非行防止ボランティアでの児童養護施

設での和菓子づくり体験もその経験を基にで

きるかなという気持ちで行ったのですが、児

童養護施設ごとに子どもの雰囲気が全然違っ

て、私が予想していた少年たちの雰囲気では

なかったのに衝撃を受けました。話し掛けて

も全然返答がないとか、一言一言にチクッと

いうとげのある発言があったりとかいうのを
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和菓子づくりの間に感じることがありました。

実際そういう体験をしながら私自身が一方の

児童養護施設の固定観念を持ってそこに行っ

てしまった、ある意味型にはめていたのだな

というのを痛烈に感じた瞬間でした。そうい

う体験が自分の中で大変だったことです。 

野口 ありがとうございます。得るものがあ

ったのですね。反省もありますか。 

佐藤 もちろんありました。子どもたちが何

でチクッという言葉を言ってしまうのかなと

か、例えば私が「すごいね、上手にできるね」

と和菓子づくりをしている子どもたちに言う

と、「私はできるよ」と言うんです。あなたは

できないでしょ、みたいな感じに話してくる

のですが、本当はもっといっぱい褒めてほし

いのかなとか、そういうことを子どもたちと

関わっていく中で感じました。 

野口 ありがとうございました。 

白木 私が活動していて大変だったことは、

ボランティア活動の前の段階だと思いますが、

大学との連携です。小学校・中学校の生徒を

相手に活動しているので平日がベストなので

すが、自分にも授業があるので、今は何とか

時間を見つけて、昼休みにご飯を食べずにそ

のまま活動場所に行ったりしています。自分

がいる学科を例に言うと、自分は心理学科な

のですが、救急救命分野で救急救命士を目指

しているクラスにいます。そこでは医療系の

授業が多くて、５時間５コマで３単位など単

位を取るのが大変で、ボランティア活動に専

念できないという現状があります。なので、

いろいろな人を誘いたくても今は誘えないと

いうことで、かなり困っています。 

 自分は活動したいので、何とか頑張って活

動をして、小学生に「また来てね」、「楽しか

ったよ」とか、中学生に「お姉さんすごいね」

と言われるとすごくうれしくなるので、これ

からも自分でなるべく時間を見つけて頑張っ

ていきたいと思っています。 

野口 ありがとうございます。 

杉浦 私が大変だったことは、最初の農業体

験でした。水菜を採ったのですが、そのとき

担当した女の子が中学２年生と１年生で、男

性なら話題が見つけやすいのですが、女性と

なると難しい部分があったのを覚えています。

実際その活動でも全く話せなくて大変でした。

その後は家でも反省しながら過ごしていて、

その後コミュニケーション能力が自分は低い

んだなと思って、本を読んだりインターネッ

トで調べたりして勉強して改善するようにし

ました。大変だったことは最初の農業体験で、

得たことはコミュニケーション能力であると

思っています。 

 

質疑応答 

野口 ありがとうございます。皆さんいろい

ろなところで苦労しながら大事な活動をして

いただいていることがよく分かりました。今、

大変なことがいろいろ並びましたが、今回は、

せっかく活動してくれる学生の活動を、個人

的にはやりがいがあるにしても、もうちょっ

と、やりやすくするためにどういう支援がで

きるかを考えなければならないと思います。

前半で先生に伺ったところでは、心理学の先

生がいろいろ提案したり見守ってくださって

いることがわかりましたが、フロアからも関

連のところで伺ってみたいと思います。 

 まず、今まで発表してくださったことにつ

いて質問はありますか？ 先ほど気が付いた

のですが、愛知県の浅井さん、警察と学校と

の間でいろいろご苦労というか考えてくださ

っているというお話を聞きましたので、どの

ようにやっていらっしゃるか、準備の時間も

なくて申し訳ありませんが、何かお話しして

いただけますか。 

 

■警察と学校との間で 

 

浅井 私は教育委員会から派遣された現役の

高校の教員です。期限は２年間なので来年の

３月まで本部にいて、４月から現場に戻るの

ですが、学校現場にいたときは生徒指導を中

心に仕事をしていました。今主にやっている

ことは立ち直り支援です。学校現場にいたと

きも両親に捨てられて施設から通っていた子

やかなり横着もしていた子もいて、とにかく

基本は子どもとどれだけ関われるか、どれだ

け時間をかけて話をしていくかということは

経験済みでした。県警本部で私が担当してや

っているのは農業体験、学習支援、スポーツ

教室で、子どもといかに会話をして、今回活

動に来ても次回も来るとは限らないので、そ

の場限り、一発勝負だと自分自身は思いなが

ら、限られた時間、できるだけ子どもと接す

るように私もしていますし、大学生にもお願

いしています。 

 過去に困難校で働いたこともあるのですが、

子どもにあることを言われました。それは何

かというと、「何で先生はそんなに俺に向かっ

てけんかしてくるんだ」。「何でだ」と聞くと、

「自分は今まで小中で先生に声を掛けられた

ことがない。ごみ扱いされてきた。だけど高

校に来て、こんな俺に真剣に怒ってくれる」

と言われたときに、自分もその子に気付かさ

れたのですが、家庭の教育力が低い場合には、

その子に関わる周りの大人が、その子が一人

前にやっていけるように、いいことはいい、

悪いことは悪いということをしっかり教えて

いってあげる。 

 自分の教え子でもオール１で高校に入って

きて、週末は外でけんかをして帰ってきて、

あるときは傘の先で目をつつかれて目の周り

を真っ赤にして、失明するぞと会話をしたこ

ともあるのですが、その子は今社長をしてい

ます。就職先を見つけるのも大変だったので

すが、最初建築関係に入れてもらって、数年

で独立をして今社長をしています。従業員は

どうしているのかと聞くと、ある意味立ち直

り活動をしていまして、市内の中卒で遊んで

いる子たちを全部かき集めて従業員にしてや

っている。 

 今自分が関わっている子たちも、最終的に

は一人で生きていかなければいけないですか

ら、いろいろな体験を通じてとにかく会話か

なと思って、うっとうしがられようがとにか

く会話、まずあいさつから言って、あと会話。

そうすると子どもはだんだん変化してくるも

のなので、今年は大学生を31名委嘱していま

すが、そういったことも大学生にも気付いて

もらって。教員になる子が多いですし、今日

発表してくれた杉浦君は警察官に受かってい

ますので、来年からは警察官として働いても

らうのですが、そういった声掛けを勉強して

いってもらえればいいのかなという思いで今

仕事をさせてもらっています。 

野口 ありがとうございました。ほかにご意

見ありますか。もしなければ、もうお一方。

先ほど伺ったのですが、岐阜県の警察本部で、

学校との関係を今一生懸命形づくろうとして

努力をされているお話がありましたので、そ

の辺を伺いたいと思います。 

 

■教育委員会と警察本部との交流 

 

大和谷 今愛知県の方が話されましたが、岐

阜県は今年から教育委員会と警察本部との交

流が始まり、私も同じように警察で仕事をし

ています。今うちの白木さんが話をしてくれ

て、２点大きなことがあります。１点は、私

どもは立ち直りと、もう一つ啓発活動、小学

校や中学校に行って、こういうことはいけな

い、こういうふうに育ってほしいと全体で話

をする機会をできるだけたくさん設けていこ

うと考えています。 

 今日もそうですが、大学生がすごくいいこ

とをやっていますし、これだけ大きな母体で

動いています。これを現場の小学校や中学校

の先生に伝えて行ける場所、それからこの子

たちがこういうふうにしていますよとアピー

ルする場所を何とか県内でつくってあげて進

めていかないといけない。そのためには私ど

もとか先ほど話をされた愛知県の方とかが、

何とかアピールする場所、話をする場所をと

いうことで、できるだけ教育委員会の校長会
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和菓子づくりの間に感じることがありました。

実際そういう体験をしながら私自身が一方の

児童養護施設の固定観念を持ってそこに行っ

てしまった、ある意味型にはめていたのだな

というのを痛烈に感じた瞬間でした。そうい

う体験が自分の中で大変だったことです。 

野口 ありがとうございます。得るものがあ

ったのですね。反省もありますか。 

佐藤 もちろんありました。子どもたちが何

でチクッという言葉を言ってしまうのかなと

か、例えば私が「すごいね、上手にできるね」

と和菓子づくりをしている子どもたちに言う

と、「私はできるよ」と言うんです。あなたは

できないでしょ、みたいな感じに話してくる

のですが、本当はもっといっぱい褒めてほし

いのかなとか、そういうことを子どもたちと

関わっていく中で感じました。 

野口 ありがとうございました。 

白木 私が活動していて大変だったことは、

ボランティア活動の前の段階だと思いますが、

大学との連携です。小学校・中学校の生徒を

相手に活動しているので平日がベストなので

すが、自分にも授業があるので、今は何とか

時間を見つけて、昼休みにご飯を食べずにそ

のまま活動場所に行ったりしています。自分

がいる学科を例に言うと、自分は心理学科な

のですが、救急救命分野で救急救命士を目指

しているクラスにいます。そこでは医療系の

授業が多くて、５時間５コマで３単位など単

位を取るのが大変で、ボランティア活動に専

念できないという現状があります。なので、

いろいろな人を誘いたくても今は誘えないと

いうことで、かなり困っています。 

 自分は活動したいので、何とか頑張って活

動をして、小学生に「また来てね」、「楽しか

ったよ」とか、中学生に「お姉さんすごいね」

と言われるとすごくうれしくなるので、これ

からも自分でなるべく時間を見つけて頑張っ

ていきたいと思っています。 

野口 ありがとうございます。 

杉浦 私が大変だったことは、最初の農業体

験でした。水菜を採ったのですが、そのとき

担当した女の子が中学２年生と１年生で、男

性なら話題が見つけやすいのですが、女性と

なると難しい部分があったのを覚えています。

実際その活動でも全く話せなくて大変でした。

その後は家でも反省しながら過ごしていて、

その後コミュニケーション能力が自分は低い

んだなと思って、本を読んだりインターネッ

トで調べたりして勉強して改善するようにし

ました。大変だったことは最初の農業体験で、

得たことはコミュニケーション能力であると

思っています。 

 

質疑応答 

野口 ありがとうございます。皆さんいろい

ろなところで苦労しながら大事な活動をして

いただいていることがよく分かりました。今、

大変なことがいろいろ並びましたが、今回は、

せっかく活動してくれる学生の活動を、個人

的にはやりがいがあるにしても、もうちょっ

と、やりやすくするためにどういう支援がで

きるかを考えなければならないと思います。

前半で先生に伺ったところでは、心理学の先

生がいろいろ提案したり見守ってくださって

いることがわかりましたが、フロアからも関

連のところで伺ってみたいと思います。 

 まず、今まで発表してくださったことにつ

いて質問はありますか？ 先ほど気が付いた

のですが、愛知県の浅井さん、警察と学校と

の間でいろいろご苦労というか考えてくださ

っているというお話を聞きましたので、どの

ようにやっていらっしゃるか、準備の時間も

なくて申し訳ありませんが、何かお話しして

いただけますか。 

 

■警察と学校との間で 

 

浅井 私は教育委員会から派遣された現役の

高校の教員です。期限は２年間なので来年の

３月まで本部にいて、４月から現場に戻るの

ですが、学校現場にいたときは生徒指導を中

心に仕事をしていました。今主にやっている

ことは立ち直り支援です。学校現場にいたと

きも両親に捨てられて施設から通っていた子

やかなり横着もしていた子もいて、とにかく

基本は子どもとどれだけ関われるか、どれだ

け時間をかけて話をしていくかということは

経験済みでした。県警本部で私が担当してや

っているのは農業体験、学習支援、スポーツ

教室で、子どもといかに会話をして、今回活

動に来ても次回も来るとは限らないので、そ

の場限り、一発勝負だと自分自身は思いなが

ら、限られた時間、できるだけ子どもと接す

るように私もしていますし、大学生にもお願

いしています。 

 過去に困難校で働いたこともあるのですが、

子どもにあることを言われました。それは何

かというと、「何で先生はそんなに俺に向かっ

てけんかしてくるんだ」。「何でだ」と聞くと、

「自分は今まで小中で先生に声を掛けられた

ことがない。ごみ扱いされてきた。だけど高

校に来て、こんな俺に真剣に怒ってくれる」

と言われたときに、自分もその子に気付かさ

れたのですが、家庭の教育力が低い場合には、

その子に関わる周りの大人が、その子が一人

前にやっていけるように、いいことはいい、

悪いことは悪いということをしっかり教えて

いってあげる。 

 自分の教え子でもオール１で高校に入って

きて、週末は外でけんかをして帰ってきて、

あるときは傘の先で目をつつかれて目の周り

を真っ赤にして、失明するぞと会話をしたこ

ともあるのですが、その子は今社長をしてい

ます。就職先を見つけるのも大変だったので

すが、最初建築関係に入れてもらって、数年

で独立をして今社長をしています。従業員は

どうしているのかと聞くと、ある意味立ち直

り活動をしていまして、市内の中卒で遊んで

いる子たちを全部かき集めて従業員にしてや

っている。 

 今自分が関わっている子たちも、最終的に

は一人で生きていかなければいけないですか

ら、いろいろな体験を通じてとにかく会話か

なと思って、うっとうしがられようがとにか

く会話、まずあいさつから言って、あと会話。

そうすると子どもはだんだん変化してくるも

のなので、今年は大学生を31名委嘱していま

すが、そういったことも大学生にも気付いて

もらって。教員になる子が多いですし、今日

発表してくれた杉浦君は警察官に受かってい

ますので、来年からは警察官として働いても

らうのですが、そういった声掛けを勉強して

いってもらえればいいのかなという思いで今

仕事をさせてもらっています。 

野口 ありがとうございました。ほかにご意

見ありますか。もしなければ、もうお一方。

先ほど伺ったのですが、岐阜県の警察本部で、

学校との関係を今一生懸命形づくろうとして

努力をされているお話がありましたので、そ

の辺を伺いたいと思います。 

 

■教育委員会と警察本部との交流 

 

大和谷 今愛知県の方が話されましたが、岐

阜県は今年から教育委員会と警察本部との交

流が始まり、私も同じように警察で仕事をし

ています。今うちの白木さんが話をしてくれ

て、２点大きなことがあります。１点は、私

どもは立ち直りと、もう一つ啓発活動、小学

校や中学校に行って、こういうことはいけな

い、こういうふうに育ってほしいと全体で話

をする機会をできるだけたくさん設けていこ

うと考えています。 

 今日もそうですが、大学生がすごくいいこ

とをやっていますし、これだけ大きな母体で

動いています。これを現場の小学校や中学校

の先生に伝えて行ける場所、それからこの子

たちがこういうふうにしていますよとアピー

ルする場所を何とか県内でつくってあげて進

めていかないといけない。そのためには私ど

もとか先ほど話をされた愛知県の方とかが、

何とかアピールする場所、話をする場所をと

いうことで、できるだけ教育委員会の校長会
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の場面でこういう話をさせてもらったり、生

徒主事会議のときに大学生がこうやって動い

てますよ、こういう内容がありますよという

のをアピールしていかなければいけないなと、

私どもが踏まえて考えて今進んでいます。 

野口 突然でしたのに、ご意見有難うござい

ます。ほかに、似たような立場から、あるい

は違う立場、反対のご意見でもいいのですが、

学生がボランティア活動を学校の授業の単位

としてではなくて行っている場合がございま

すか。フロアから、要望やご意見があります

か。理事長もいらっしゃいますし、全少協で

もいろいろ効果的な取り組みをしていきたい

と思っています。 

 20年近く続いてきて拡大していくボラン

ティア活動というのは、やっているほうにも、

もちろんその対象の人たちにも、いろいろな

効果を与えてくれます。ボランタリズムとい

うことから考えると、とてもいい社会活動で

あり、何よりも大事だと私が考えるのは、共

感性が育っていくことです。それを直接目的

としているわけではないですが、活動をして

いるうちに共感性が大きく育っていくような

活動だと思います。戦争とか経済とか政治と

かの場では何かといろいろあっても、この世

界ではみんなつながって助け合いができるの

だというのがとても心温まる大事なことだと

感じるのです。それを続けていくために、今

回のシンポジウムの目的でもありますが、そ

の成果を聞いてさらに発展させていくには何

が必要なのか。学生に何ができるかというこ

とと、どういうことをしてほしいかというこ

とを、この先の課題にもしていきたいと思い

ます。もしありましたら気軽な感じでお話し

していただけますか。 

 大学の先生はほかにいらっしゃいますか。

高校の先生、中学の先生、いらっしゃいませ

んか。はい、お願いします。どんなふうにし

て関わっていらっしゃるのでしょう。 

 

 

■ボランティアをどう学校に取り入れるか 

 

池田 私は石川県の金沢星稜大学の池田と申

します。この会にはこれで４回参加していま

す。今回石川県は２大学がたまたま来ました

が、６名の発表を聞き、先ほどの原先生のお

話を聞いて、大学の中では学生が主体である

のはもちろんですが、大学生はいろんな思い

を持って、いろんな立場で、いろんなことに

取り組んでいる、つまりいろんな可能性はあ

るのですが、それを継続させるためには学生

がどう教職員を使うか。使うというのは言葉

が悪いですが、先生たちは知りません、職員

も知りません。先生たちはいろんな資質を持

っています。学生の思いをどう学校にぶつけ

るか。 

 ありがたいことに、ここ数年間で各大学に

地域連携センターやボランティアセンター、

地域交流センターなどがどんどんできていま

す。ほとんどの大学が10年以内です。ない大

学はほとんどありません。今全国で約300万

人の学生がいる中で、石川県も３万2000人、

21大学あります。地域連携センター・交流セ

ンターは学生の社会貢献活動を促進するため

につくられています。 

 先ほど正課の科目と言われましたが、私も

野外教育とかボランティア学の科目を持って

います。ただ、ボランティアをしたら単位を

出しますよというのはいろんな議論がありま

すし、私はちょっと違うと思っています。ボ

ランティアに関してもいろんな考え方がある

と思いますが、ボランティアは「volo」とい

うラテン語から来ているのですが、英語で言

うと「will」です。つまり、誰かのために何

かをするというのではありません。皆さんが

人間として何をしたいのか、その自分の気持

ちの方向性を一歩踏み出すのがボランティア

だと思います。そういう意味では、森田さん

の『これがボランティアだ！』という本の中

で、「人はなぜボランティアをするのか、それ

は人間だから」という言葉を書いています。

そのとおりだろうと思います。 

 「志」という言葉があります。これは心を

ある方向性に向かわせるという意味です。私

たちも、学生も、警察の人も、たまたま非行

に走ってしまった子どもたちも一人一人全部

心を持っているので、それをお互いにどう察

するか。それを、何かさせるのではなく、登

壇された方が言ったように、共感して、歩み

寄って一緒に歩き合う。それをまさしく制度

化するのが教育委員会と警察とのバックアッ

プとか、あるいは先ほど言ったような大学の

施設をどう活用するかということだと思いま

す。そういう意味では、基本的に大学をどう

巻き込むかが一つの大きなポイントになりま

す。そのためには、学生はなかなか先生に話

すわけにはいきません。先生といっても、私

は学部長とか学長もやってきたので学部室に

いたので動きやすいですが、年齢とか立場に

よって一般の先生はそういうわけにはいかな

い。だけれども、学生の気持ちと活動に大学

は折れます。それは事実です。ぜひ警察関係

の人とか県の人とか福祉関係とか、外部の人

から学生の思いを形にして、連動した形で各

大学の学長とか上のほうを動かしてください。

これが一つ。 

 それと、学生ボランティアのOBの人たち、

今ここに６人いますが、おととし発表した学

生は現職の警察官をやっています。同期が警

視庁の立川署にもいますし、消防員にもなっ

ています。つまり、ここにいる皆さんがこれ

から卒業して社会に出たときに縁を切らずに、

OB・OGの人たちと現職の人たちとここには

いない多くの学生とをどうつなぐかという仕

組みを、ぜひボランティア協会でも提案して

いただければと思います。大きな話を言って

しまってすみません。 

野口 大きいというか、そうなりたい話です

ね。感動しました。学生の力で大学を動かす

というのも目標ですね。学生と同時に、これ

は全少協のほうの話でもあると思いますが、

希望も湧きますよね。支援もある程度やりや

すい環境という意味で、別に単位を欲しいと

かそういう意味ではなくて、やりやすい感じ

で。もちろん、単位を出している大学もあり

ますが、ボランティアの精神は自発的にやる

ということが基本です。 

 昔から、ボランティアは自発的にやるもの

であって、人のためにやるものであって、お

金をもらわない無償という古典的な意味があ

りましたが、今、それが自分のためにもなっ

ているという感覚がでてきていますね。発表

にもあったように、自分自身が自己実現をす

る場にもなるし、自分の価値もわかる、自分

の力の足りないところもわかるような、そう

いう場面となっているのです。また、少年警

察というものが正規の補導員から見ると足り

ない部分を補ってくれる補完的な意味もあり

ます。学生のボランティアという立場の関り

でも、先駆けていろいろなことを考えて、ス

ポーツを一緒にやろうとか農業体験やろうか

と、どんどん活動も増えてくる。そういう意

味では、ボランタリズム、ボランティアの含

む内容・意義を全部少年警察ボランティアの

学生の活動に当てはまっているという気がし

ています。本当に良い活動が広まってくれま

した。ますますの発展を祈っています。 

 時間が迫ってきましたが、皆さんからあと

一言。自分のためにもなると言いましたが、

皆さんどうでしょう。学生の立場で、自分よ

り何歳か下の人たちと一緒に過ごしてその人

たちの気持ちに添っていくという、活動はそ

うなのですが、それによって自分が成長した

と実感したときがあったと思いますが、いか

がですか。この活動によって自分自身のため

にもなったなということはありますか。 

 

■自分が成長したと実感 

 

杉浦 成長を実感したのは、先ほどの話の続

きになりますが、最初は話せなかったのです

が、今ではどんな子どもでも何の不自由もな

く話すことができる。子どもだけではなく大
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の場面でこういう話をさせてもらったり、生

徒主事会議のときに大学生がこうやって動い

てますよ、こういう内容がありますよという

のをアピールしていかなければいけないなと、

私どもが踏まえて考えて今進んでいます。 

野口 突然でしたのに、ご意見有難うござい

ます。ほかに、似たような立場から、あるい

は違う立場、反対のご意見でもいいのですが、

学生がボランティア活動を学校の授業の単位

としてではなくて行っている場合がございま

すか。フロアから、要望やご意見があります

か。理事長もいらっしゃいますし、全少協で

もいろいろ効果的な取り組みをしていきたい

と思っています。 

 20年近く続いてきて拡大していくボラン

ティア活動というのは、やっているほうにも、

もちろんその対象の人たちにも、いろいろな

効果を与えてくれます。ボランタリズムとい

うことから考えると、とてもいい社会活動で

あり、何よりも大事だと私が考えるのは、共

感性が育っていくことです。それを直接目的

としているわけではないですが、活動をして

いるうちに共感性が大きく育っていくような

活動だと思います。戦争とか経済とか政治と

かの場では何かといろいろあっても、この世

界ではみんなつながって助け合いができるの

だというのがとても心温まる大事なことだと

感じるのです。それを続けていくために、今

回のシンポジウムの目的でもありますが、そ

の成果を聞いてさらに発展させていくには何

が必要なのか。学生に何ができるかというこ

とと、どういうことをしてほしいかというこ

とを、この先の課題にもしていきたいと思い

ます。もしありましたら気軽な感じでお話し

していただけますか。 

 大学の先生はほかにいらっしゃいますか。

高校の先生、中学の先生、いらっしゃいませ

んか。はい、お願いします。どんなふうにし

て関わっていらっしゃるのでしょう。 

 

 

■ボランティアをどう学校に取り入れるか 

 

池田 私は石川県の金沢星稜大学の池田と申

します。この会にはこれで４回参加していま

す。今回石川県は２大学がたまたま来ました

が、６名の発表を聞き、先ほどの原先生のお

話を聞いて、大学の中では学生が主体である

のはもちろんですが、大学生はいろんな思い

を持って、いろんな立場で、いろんなことに

取り組んでいる、つまりいろんな可能性はあ

るのですが、それを継続させるためには学生

がどう教職員を使うか。使うというのは言葉

が悪いですが、先生たちは知りません、職員

も知りません。先生たちはいろんな資質を持

っています。学生の思いをどう学校にぶつけ

るか。 

 ありがたいことに、ここ数年間で各大学に

地域連携センターやボランティアセンター、

地域交流センターなどがどんどんできていま

す。ほとんどの大学が10年以内です。ない大

学はほとんどありません。今全国で約300万

人の学生がいる中で、石川県も３万2000人、

21大学あります。地域連携センター・交流セ

ンターは学生の社会貢献活動を促進するため

につくられています。 

 先ほど正課の科目と言われましたが、私も

野外教育とかボランティア学の科目を持って

います。ただ、ボランティアをしたら単位を

出しますよというのはいろんな議論がありま

すし、私はちょっと違うと思っています。ボ

ランティアに関してもいろんな考え方がある

と思いますが、ボランティアは「volo」とい

うラテン語から来ているのですが、英語で言

うと「will」です。つまり、誰かのために何

かをするというのではありません。皆さんが

人間として何をしたいのか、その自分の気持

ちの方向性を一歩踏み出すのがボランティア

だと思います。そういう意味では、森田さん

の『これがボランティアだ！』という本の中

で、「人はなぜボランティアをするのか、それ

は人間だから」という言葉を書いています。

そのとおりだろうと思います。 

 「志」という言葉があります。これは心を

ある方向性に向かわせるという意味です。私

たちも、学生も、警察の人も、たまたま非行

に走ってしまった子どもたちも一人一人全部

心を持っているので、それをお互いにどう察

するか。それを、何かさせるのではなく、登

壇された方が言ったように、共感して、歩み

寄って一緒に歩き合う。それをまさしく制度

化するのが教育委員会と警察とのバックアッ

プとか、あるいは先ほど言ったような大学の

施設をどう活用するかということだと思いま

す。そういう意味では、基本的に大学をどう

巻き込むかが一つの大きなポイントになりま

す。そのためには、学生はなかなか先生に話

すわけにはいきません。先生といっても、私

は学部長とか学長もやってきたので学部室に

いたので動きやすいですが、年齢とか立場に

よって一般の先生はそういうわけにはいかな

い。だけれども、学生の気持ちと活動に大学

は折れます。それは事実です。ぜひ警察関係

の人とか県の人とか福祉関係とか、外部の人

から学生の思いを形にして、連動した形で各

大学の学長とか上のほうを動かしてください。

これが一つ。 

 それと、学生ボランティアのOBの人たち、

今ここに６人いますが、おととし発表した学

生は現職の警察官をやっています。同期が警

視庁の立川署にもいますし、消防員にもなっ

ています。つまり、ここにいる皆さんがこれ

から卒業して社会に出たときに縁を切らずに、

OB・OGの人たちと現職の人たちとここには

いない多くの学生とをどうつなぐかという仕

組みを、ぜひボランティア協会でも提案して

いただければと思います。大きな話を言って

しまってすみません。 

野口 大きいというか、そうなりたい話です

ね。感動しました。学生の力で大学を動かす

というのも目標ですね。学生と同時に、これ

は全少協のほうの話でもあると思いますが、

希望も湧きますよね。支援もある程度やりや

すい環境という意味で、別に単位を欲しいと

かそういう意味ではなくて、やりやすい感じ

で。もちろん、単位を出している大学もあり

ますが、ボランティアの精神は自発的にやる

ということが基本です。 

 昔から、ボランティアは自発的にやるもの

であって、人のためにやるものであって、お

金をもらわない無償という古典的な意味があ

りましたが、今、それが自分のためにもなっ

ているという感覚がでてきていますね。発表

にもあったように、自分自身が自己実現をす

る場にもなるし、自分の価値もわかる、自分

の力の足りないところもわかるような、そう

いう場面となっているのです。また、少年警

察というものが正規の補導員から見ると足り

ない部分を補ってくれる補完的な意味もあり

ます。学生のボランティアという立場の関り

でも、先駆けていろいろなことを考えて、ス

ポーツを一緒にやろうとか農業体験やろうか

と、どんどん活動も増えてくる。そういう意

味では、ボランタリズム、ボランティアの含

む内容・意義を全部少年警察ボランティアの

学生の活動に当てはまっているという気がし

ています。本当に良い活動が広まってくれま

した。ますますの発展を祈っています。 

 時間が迫ってきましたが、皆さんからあと

一言。自分のためにもなると言いましたが、

皆さんどうでしょう。学生の立場で、自分よ

り何歳か下の人たちと一緒に過ごしてその人

たちの気持ちに添っていくという、活動はそ

うなのですが、それによって自分が成長した

と実感したときがあったと思いますが、いか

がですか。この活動によって自分自身のため

にもなったなということはありますか。 

 

■自分が成長したと実感 

 

杉浦 成長を実感したのは、先ほどの話の続

きになりますが、最初は話せなかったのです

が、今ではどんな子どもでも何の不自由もな

く話すことができる。子どもだけではなく大
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人も同じで、どんな人でも今では話せるよう

になりました。 

野口 コミュニケーション力が伸びた。 

杉浦 はい、そうです。 

白木 小学生や中学生の情報モラル教室を開

いている中でのやりとりで、自分は情報モラ

ル教室を開くまでは、自分より下の人たちと

いうのは、携帯とかであってもまだ何も知ら

ないただの子どもじゃないかという漠然とし

たイメージがあったのですが、実際行ってみ

ると自分より知っていて、しかも今はプログ

ラミングなども小学校の授業に導入されたり、

自分たちのほうが置いていかれているなとい

うのを実感しました。 

 自分の成長を実感という面では、今までそ

ういう被害というか、50万使っちゃったとか、

そういうことに全然関わりがなかったので、

そういう一部を知れたということが自分にと

って、こういうこともあるんだなと知る成長

になったかなと思います。 

佐藤 先ほどの話の中でも述べたのですが、

私は子どもたちと関わるときは、子どもたち

に「大学生って楽しそうだな」と思ってもら

うことを大事に、楽しそうにボランティアを

していました。それを見て少年たちがどうな

りたいかというのを考えてほしいと思ってや

っていたのですが、それが自分がどういう人

に思われたいか、どうなっていきたいかをあ

らためて考えるきっかけとなって、それを考

えた上で自分がこう見られたいとか、こうし

ていきたいと思うことにつながったことがボ

ランティアの中で成長できたなということだ

と思います。 

青山 私が少年警察のボランティア活動をす

る上で青少年と接するときに心掛けているこ

とがあるのですが、相手の心情心理を十分理

解して、思いやりをもって寄り添うことが重

要だと考えています。そういったことを踏ま

えて、ボランティア活動を始める以前より相

手の立場に立って物事を考えることができる

人間に成長できたと感じています。 

鈴木 ボランティアに関しては、学習支援に

おいてストレートにこれはこうだよと伝える

だけでは相手は理解してくれなくて、時には

私が例示してあげたり、アプローチの仕方を

変えてみて、こういう考え方もあるのではな

いかな、このときはこうなるんじゃないかな

という考え方の角度を変えることによって相

手に伝わるということがあるので、参加の動

機を話したのですが、物事を多面的・多角的

に考えるという点では自分は成長できたので

はないかと考えています。 

貝和 自分がボランティアをやる前、大学生

になったときはあまりボランティアとかは考

えたことがなくて、成り行きで始めてみて、

実際子どもたちと話していく中で「なりたい

ものになったほうがいいよ」と言ってはいた

のですが、自分自身がなりたいものが特にあ

りませんでした。このボランティアをやるこ

とが自分にとって大きな挑戦だったのかなと

思って、そのボランティアを通して、自分は

今までずっと宮城県で暮らしていたのですが、

来年から別のところに行くことに、新しいス

テップになったようにも思えたので、ボラン

ティアを通して人前で話せるようになったこ

ととか、いろいろ成長できたのかなとあらた

めて思いました。 

野口 ありがとうございました。それぞれ皆

さん控えめに語っていますが、こういう活動

を通して社会に出ている人は多いです。頑張

ってもらいたいと思います。 

 原さんはいかがですか。何か感想をうかが

えますか。 

原 皆さん動機もさまざまだと思いますが、

一生懸命関わってくれていて、話を聞いてい

て、まとめ方も上手で、どんな活動をしてい

て、自分はどんなことを得てということがす

ごく分かりやすく発表してもらえたのは、皆

さんが自分のボランティア活動に対する思い

とか、自分がこれからどうなっていきたいか

についてすごく明確に持って取り組んでいる

のだなと大変心強く思いました。こういう若

い人がたくさんいることで、これからも大丈

夫だなと思い、話を聞いていて私もすごくエ

ネルギーをもらえたなと思います。感謝しま

す。ありがとうございました。 

野口 今日は学生ボランティア活動が発展し

ているな、学生の力ってすごいなと再認識で

きてとてもうれしかったです。昔は、時々危

ないことなどもありました。補導をしている

ときに、大人が出ていって止めないと聞き過

ぎてしまったり、言い過ぎてしまって、相手

に体を使って反論されたりということもあり

ました。学生だからこそできる、年齢が近い

からこそ相手も心を開くということがいっぱ

いあると思いますので、気をつけながら、徐々

に体験を積み、よりよい形をつくって今後と

も活動を続けていただきたいと思います。フ

ロアの皆さんも今日はいろいろ心に感じたこ

とがあると思いますので、ぜひ少年警察ボラ

ンティアは大事な活動だと思って続けていた

だきたいと思います。 

 そろそろまとめの時間になっていますが、

フロアの方、よろしいですか。この際こんな

ことも言ってみたいとか、感想でもいいので

すが。こういうまとめ方ではなくて、別な方

向にいきたかったとか、まだ修正可能ですが、

いかがですか。よろしいですか。 

 今日は福祉、心理学、法学、人間科学、人

間社会学、人間関係学、などの分野から６人

のパネリストに、集まっていただいています。

いろいろな分野でもって支援できるというこ

とです。理工系の人にもこれからどんどん入

っていただけるとよいと思います。人間の心

に触れ、成長していける活動、そんなふうに

考えています。 

 先ほどの話の中で関心を持ったことを一つ。

ファッションという外見から変えていくとい

うことを試みたというのがありました。髪を

元に戻して普通の人みたいにしたら、だんだ

ん行動も普通になっていくというお話でした

よね。私は、退職前に、今までファッション

に関する学部がある大学にいまして、「ファッ

ションによって外見が変われば心も変わるか、

あるいは、心が変わればファッションも変わ

るか」というテーマで研究しておりました。

４～５年目に入ると、だんだんそういうこと

があり得るだろう結果を得ています。 

 また、自分が引っ込んでいて、人に無視を

されていて、存在も認められないというので

話もできなくなった人が、今はやりのファッ

ションを着ることによって人から声を掛けら

れるようになり、それから話ができるように

なったという逆バージョンもあります。内側

から変わるチェンジマイセルフも、環境を変

えることも、外側を変えることもいいし、い

ろいろな方法がありますね。 

 それから、少年たちと何を一緒にやるかと

いうことでは、楽器、ハンドベルの話があり

ました。ハンドベルを一緒にやって音を出し

ているうちに、音によってもいい気持ちにな

るし、一緒に作業をやって間違えずに心を合

わせていることの効果も出てくる。そうする

と、音楽を弾ける学生も一緒に非行少年とそ

ういう回復の機会を持つようになっていった

ら、それもいいかなと。今いろいろ伺いなが

ら、いろいろな人が持っているものをそのま

ま使いながら支援ができるようなことがもっ

と考えられるのではないかと思いました。フ

ルートでもいいし、ピアノは場所が大きいで

すから、一番いいのは歌ですね、持ち運びが

できますから。歌を一緒に歌うということで

心と心がつながります。 

 農業体験の草抜きなどの一緒の作業をする

ということで心を通わせるということでした

が、音楽も非常に心和ませます。非行少年で

あっても、小さいときに子守歌を聞いたでし

ょうし、童謡を歌ったかもしれないという人

たちが、そういうものを一つの道具にして、

心を通じ合わせることもできるかなと。今日

のお話からいろいろなことが浮かびます。 

 人の役に立ちたいという思いで始めたこと

が、自分のためにもなっているということも

よくわかりましたし、まだまだ活動の範囲が、
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人も同じで、どんな人でも今では話せるよう

になりました。 

野口 コミュニケーション力が伸びた。 

杉浦 はい、そうです。 

白木 小学生や中学生の情報モラル教室を開

いている中でのやりとりで、自分は情報モラ

ル教室を開くまでは、自分より下の人たちと

いうのは、携帯とかであってもまだ何も知ら

ないただの子どもじゃないかという漠然とし

たイメージがあったのですが、実際行ってみ

ると自分より知っていて、しかも今はプログ

ラミングなども小学校の授業に導入されたり、

自分たちのほうが置いていかれているなとい

うのを実感しました。 

 自分の成長を実感という面では、今までそ

ういう被害というか、50万使っちゃったとか、

そういうことに全然関わりがなかったので、

そういう一部を知れたということが自分にと

って、こういうこともあるんだなと知る成長

になったかなと思います。 

佐藤 先ほどの話の中でも述べたのですが、

私は子どもたちと関わるときは、子どもたち

に「大学生って楽しそうだな」と思ってもら

うことを大事に、楽しそうにボランティアを

していました。それを見て少年たちがどうな

りたいかというのを考えてほしいと思ってや

っていたのですが、それが自分がどういう人

に思われたいか、どうなっていきたいかをあ

らためて考えるきっかけとなって、それを考

えた上で自分がこう見られたいとか、こうし

ていきたいと思うことにつながったことがボ

ランティアの中で成長できたなということだ

と思います。 

青山 私が少年警察のボランティア活動をす

る上で青少年と接するときに心掛けているこ

とがあるのですが、相手の心情心理を十分理

解して、思いやりをもって寄り添うことが重

要だと考えています。そういったことを踏ま

えて、ボランティア活動を始める以前より相

手の立場に立って物事を考えることができる

人間に成長できたと感じています。 

鈴木 ボランティアに関しては、学習支援に

おいてストレートにこれはこうだよと伝える

だけでは相手は理解してくれなくて、時には

私が例示してあげたり、アプローチの仕方を

変えてみて、こういう考え方もあるのではな

いかな、このときはこうなるんじゃないかな

という考え方の角度を変えることによって相

手に伝わるということがあるので、参加の動

機を話したのですが、物事を多面的・多角的

に考えるという点では自分は成長できたので

はないかと考えています。 

貝和 自分がボランティアをやる前、大学生

になったときはあまりボランティアとかは考

えたことがなくて、成り行きで始めてみて、

実際子どもたちと話していく中で「なりたい

ものになったほうがいいよ」と言ってはいた

のですが、自分自身がなりたいものが特にあ

りませんでした。このボランティアをやるこ

とが自分にとって大きな挑戦だったのかなと

思って、そのボランティアを通して、自分は

今までずっと宮城県で暮らしていたのですが、

来年から別のところに行くことに、新しいス

テップになったようにも思えたので、ボラン

ティアを通して人前で話せるようになったこ

ととか、いろいろ成長できたのかなとあらた

めて思いました。 

野口 ありがとうございました。それぞれ皆

さん控えめに語っていますが、こういう活動

を通して社会に出ている人は多いです。頑張

ってもらいたいと思います。 

 原さんはいかがですか。何か感想をうかが

えますか。 

原 皆さん動機もさまざまだと思いますが、

一生懸命関わってくれていて、話を聞いてい

て、まとめ方も上手で、どんな活動をしてい

て、自分はどんなことを得てということがす

ごく分かりやすく発表してもらえたのは、皆

さんが自分のボランティア活動に対する思い

とか、自分がこれからどうなっていきたいか

についてすごく明確に持って取り組んでいる

のだなと大変心強く思いました。こういう若

い人がたくさんいることで、これからも大丈

夫だなと思い、話を聞いていて私もすごくエ

ネルギーをもらえたなと思います。感謝しま

す。ありがとうございました。 

野口 今日は学生ボランティア活動が発展し

ているな、学生の力ってすごいなと再認識で

きてとてもうれしかったです。昔は、時々危

ないことなどもありました。補導をしている

ときに、大人が出ていって止めないと聞き過

ぎてしまったり、言い過ぎてしまって、相手

に体を使って反論されたりということもあり

ました。学生だからこそできる、年齢が近い

からこそ相手も心を開くということがいっぱ

いあると思いますので、気をつけながら、徐々

に体験を積み、よりよい形をつくって今後と

も活動を続けていただきたいと思います。フ

ロアの皆さんも今日はいろいろ心に感じたこ

とがあると思いますので、ぜひ少年警察ボラ

ンティアは大事な活動だと思って続けていた

だきたいと思います。 

 そろそろまとめの時間になっていますが、

フロアの方、よろしいですか。この際こんな

ことも言ってみたいとか、感想でもいいので

すが。こういうまとめ方ではなくて、別な方

向にいきたかったとか、まだ修正可能ですが、

いかがですか。よろしいですか。 

 今日は福祉、心理学、法学、人間科学、人

間社会学、人間関係学、などの分野から６人

のパネリストに、集まっていただいています。

いろいろな分野でもって支援できるというこ

とです。理工系の人にもこれからどんどん入

っていただけるとよいと思います。人間の心

に触れ、成長していける活動、そんなふうに

考えています。 

 先ほどの話の中で関心を持ったことを一つ。

ファッションという外見から変えていくとい

うことを試みたというのがありました。髪を

元に戻して普通の人みたいにしたら、だんだ

ん行動も普通になっていくというお話でした

よね。私は、退職前に、今までファッション

に関する学部がある大学にいまして、「ファッ

ションによって外見が変われば心も変わるか、

あるいは、心が変わればファッションも変わ

るか」というテーマで研究しておりました。

４～５年目に入ると、だんだんそういうこと

があり得るだろう結果を得ています。 

 また、自分が引っ込んでいて、人に無視を

されていて、存在も認められないというので

話もできなくなった人が、今はやりのファッ

ションを着ることによって人から声を掛けら

れるようになり、それから話ができるように

なったという逆バージョンもあります。内側

から変わるチェンジマイセルフも、環境を変

えることも、外側を変えることもいいし、い

ろいろな方法がありますね。 

 それから、少年たちと何を一緒にやるかと

いうことでは、楽器、ハンドベルの話があり

ました。ハンドベルを一緒にやって音を出し

ているうちに、音によってもいい気持ちにな

るし、一緒に作業をやって間違えずに心を合

わせていることの効果も出てくる。そうする

と、音楽を弾ける学生も一緒に非行少年とそ

ういう回復の機会を持つようになっていった

ら、それもいいかなと。今いろいろ伺いなが

ら、いろいろな人が持っているものをそのま

ま使いながら支援ができるようなことがもっ

と考えられるのではないかと思いました。フ

ルートでもいいし、ピアノは場所が大きいで

すから、一番いいのは歌ですね、持ち運びが

できますから。歌を一緒に歌うということで

心と心がつながります。 

 農業体験の草抜きなどの一緒の作業をする

ということで心を通わせるということでした

が、音楽も非常に心和ませます。非行少年で

あっても、小さいときに子守歌を聞いたでし

ょうし、童謡を歌ったかもしれないという人

たちが、そういうものを一つの道具にして、

心を通じ合わせることもできるかなと。今日

のお話からいろいろなことが浮かびます。 

 人の役に立ちたいという思いで始めたこと

が、自分のためにもなっているということも

よくわかりましたし、まだまだ活動の範囲が、
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広さとか深さが広がっていくということもわ

かりました。今日は、今までなかった提案で、

全少協はこれから大学にも働き掛けをして、

どうしたら少年補導に関わるボランティアの

学生たちがやりやすくなるかということも考

えていただく。それが一つの大きなうねりの

ようになって、全国的にもっと広がり大きな

力になっていくといい、皆さんの活動もそれ

の芽生えの一つとなって、それがどんどん木

が大きくなるように育っていけばよいなと思

っています。 

 各地域の方がいらしていますが、お願いし

てもよろしいですか。代表の方に伺ってよろ

しいでしょうか。富山県の方、いらっしゃい

ますか。富山県の先生、お願いします。 

 

■なぜあえてボランティアをするのか 

 

隅田 高岡法科大学という富山県の大学から

来ています。学生ももちろんいますが、私は

教員の隅田と申します。高岡法科大学では社

会安全ボランティア部というサークルがあり

ます。少年警察学生ボランティアと交通安全

学生ボランティア、それから県庁の学生防犯

ボランティアの三つを別々にやっていたので

すが、メンバーが重なったというのもあって

６年前に三つ一緒にして、主に警察関係のボ

ランティアをやっているサークルの私は顧問

をしています。農業体験の話とか街頭補導の

話とか中身の話はいろいろ得るものがあって

勉強になったのですが、皆さんのボランティ

アとしての関わりというのを聞いてみたくて。

なぜならば、学生は学業が中心で、就職活動

もあって、ほかのサークルをやっている人も

いると思いますし、自分の趣味や娯楽もある

し、アルバイトもある。だけれども、ボラン

ティアをあえてやるという選択、壇上にいら

っしゃる皆さんは熱心だと思いますが、いろ

いろな人がいますし、自分もそうですが、ほ

かの周りの人にこうやったらボランティアに

もっと参加できるのではないかと。 

 先ほど岐阜県の白木さんが言われていまし

たが、大学との関係で、大学の単位が厳しい

ので自分はボランティアに専念したいけれど

も大変だとか、あるいは誘いたいけれども誘

えないという話にすごく共感したのですが、

ほかの人にもどうやったらもっとボランティ

アに参加してもらえるか。あるいは、自分自

身がなぜほかのサークルでなく、趣味に時間

を費やしたい、あるいはアルバイトをしたい

のだけれども、ボランティアをやったのか。

そういった選択についてお伺いしたいと思い

ます。 

野口 フロアの方全員にお聞きしたいのです

が、今日は壇上の方々に代表で今のご質問に

答えていただきたいと思います。 

貝和 私の大学自体がボランティアに力を入

れている大学で、そこの顧問の人と楽しくボ

ランティアを通して信頼関係を築けたので、

こうしていろいろなボランティアに参加でき

ているのかなと。周りの人の支えみたいなの

が強いのかなと思います。 

鈴木 なぜボランティアをしているかという

と、私はほかにも赤十字奉仕団に入って献血

の推進をしたり、家庭裁判所での少年との関

わりとかもしているのですが、結局は自己実

現のため、自分の自己有用感を高めるためと

いうのが一番かと思っていて、自分が誰かに

必要とされている、誰かの役に立っていると

いうのが人との関わりを高めていく、人間関

係の構築にもつながるのではないかというの

もあってボランティアを始めたというのもあ

ります。 

 ほかの人にもボランティアを推進したいの

ですが、現実的に言えば、見返りを求めてい

る人がすごく多いのではないかなと思ってい

て、ボランティアをやることによって何があ

るのかとか、それをやってどうなるのかとい

う素朴な疑問を持つ人が実際多くいるので、

その人たちを説得するのは正直私も難しくて、

どうすればいいのか分からないのですが、少

しでも誰かの役に立ちたいと思う人がいるの

であれば、いろんな人に参加してもらいたい

と思っています。 

青山 私が警察のボランティアを始めたきっ

かけは、パネルディスカッションの第１部で

も述べましたが、将来警察官になりたいとい

うことで、学生の身分でありながら、警察官

としての業務を体験できる、そういった部分

に大変魅力を感じましたし、自分がボランテ

ィアに関わることで社会貢献につながるので

はないかと思い、参加させてもらいました。 

佐藤 私は大学に入った理由が犯罪心理を学

びたいということで、犯罪する人は普段見え

なかったりとか、中学生とか高校生とかと関

わりたいなというのがあったのですが、大学

生になるとなかなか小学生や中学生、高校生

と関わる機会がなくて、そうなってくると自

分をどういう環境に置くかということが重要

で、そうしたら先ほど言ったような児童養護

施設のボランティアとか。ボランティアに参

加するとそこにいろんな人が集まっていて、

同じような気持ちでやっている人もいたりす

るので、そういう理由でやりたいと思って始

めたのですが、いろんな人を誘うというのは

やはり難しくて。でも、もしかしたら、全く

興味がなくてもその場に身を置くということ

から１回は参加し、そこに何も得るものがな

ければそれまででしょうが、何となく参加し

てみてそこから面白いなとか思わなくても続

けていくことで始まる何かがあるかもしれな

いので、その場に身を置けるような環境を大

学がつくったりするのもいいのかなと思いま

す。 

白木 自分は防犯ボランティアのほかに町お

こしボランティアである「夜空カフェ」とい

うところと、学校でもサークルに二つ入って

いて、どちらもボランティア活動に関するサ

ークルです。自分はボランティアに対して新

しいことができる場所、新しい出会いがある

場所という捉え方があって、みんなに理解は

されないのですが、皆さんが言われたとおり、

見返りを求める人が多いというのですごく共

感がありました。学校側も履歴書に空欄をつ

くるなという呼び掛けで、ボランティアをや

れとは言うのですが、協力はあまりない状態

です。 

 あと、自分のクラスは救命ということもあ

って消防に行きたい人が多いので、警察ボラ

ンティアに誘っても「自分は消防だから」と

か、ほかの町おこしボランティアとかに誘っ

ても、「何でそんな将来に直接利益がない、関

わりのないものをやらなければいけないの

か」と言われるので、誘うというのはとても

難しい問題だと思います。 

杉浦 私がボランティアをやった理由は、シ

ンプルに人に尽くすのが好きだからです。世

間の皆さんが私みたいに人に尽くすのが大好

きであるのならばボランティアをやると思い

ますが、そうもいかないので、それが一番問

題かと思います。どうしたらボランティアを

する人が増えるのかという問題は、ボランテ

ィアの楽しさを知ればもっと増えていくのか

なとは思います。子どもたちが成長していく

姿を間近で見られるのはこのボランティアの

特徴でもあるので、そこを一度体験してくれ

れば増えることにつながっていくのではない

かと思います。 

野口 今おっしゃったように、やる機会がな

ければ感想も出てこないですし、そういう意

味では学校の中で座学も大事ですが、ボラン

ティア活動という場をつくってあげるという

こともある程度必要なことだと思います。そ

こで何も感じないでやめていく人は、それは

強要するわけにはいかないことです。でも、

やってみてよかった、私でも役立つのだ、と

思ってみたり、相手からフィードバックをも

らって、かえって自分が元気になり、支援に

必要な技術を磨きだす学生もいました。科目

の単位にするにはいろいろ議論があるかと思

いますが、そういう場を教員なり職員が与え

るというのも裾野を広げていくことのなるし、

体験してもらうという場をつくるのも良い結

果が出てくるのではないかと感じました。 
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広さとか深さが広がっていくということもわ

かりました。今日は、今までなかった提案で、

全少協はこれから大学にも働き掛けをして、

どうしたら少年補導に関わるボランティアの

学生たちがやりやすくなるかということも考
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なぜならば、学生は学業が中心で、就職活動
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かの周りの人にこうやったらボランティアに
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ます。 
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が、今日は壇上の方々に代表で今のご質問に

答えていただきたいと思います。 

貝和 私の大学自体がボランティアに力を入

れている大学で、そこの顧問の人と楽しくボ

ランティアを通して信頼関係を築けたので、

こうしていろいろなボランティアに参加でき

ているのかなと。周りの人の支えみたいなの
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鈴木 なぜボランティアをしているかという

と、私はほかにも赤十字奉仕団に入って献血

の推進をしたり、家庭裁判所での少年との関

わりとかもしているのですが、結局は自己実

現のため、自分の自己有用感を高めるためと

いうのが一番かと思っていて、自分が誰かに

必要とされている、誰かの役に立っていると

いうのが人との関わりを高めていく、人間関

係の構築にもつながるのではないかというの

もあってボランティアを始めたというのもあ

ります。 

 ほかの人にもボランティアを推進したいの

ですが、現実的に言えば、見返りを求めてい

る人がすごく多いのではないかなと思ってい

て、ボランティアをやることによって何があ

るのかとか、それをやってどうなるのかとい

う素朴な疑問を持つ人が実際多くいるので、

その人たちを説得するのは正直私も難しくて、

どうすればいいのか分からないのですが、少

しでも誰かの役に立ちたいと思う人がいるの

であれば、いろんな人に参加してもらいたい

と思っています。 

青山 私が警察のボランティアを始めたきっ

かけは、パネルディスカッションの第１部で

も述べましたが、将来警察官になりたいとい

うことで、学生の身分でありながら、警察官

としての業務を体験できる、そういった部分

に大変魅力を感じましたし、自分がボランテ

ィアに関わることで社会貢献につながるので

はないかと思い、参加させてもらいました。 

佐藤 私は大学に入った理由が犯罪心理を学

びたいということで、犯罪する人は普段見え

なかったりとか、中学生とか高校生とかと関

わりたいなというのがあったのですが、大学

生になるとなかなか小学生や中学生、高校生

と関わる機会がなくて、そうなってくると自

分をどういう環境に置くかということが重要

で、そうしたら先ほど言ったような児童養護

施設のボランティアとか。ボランティアに参

加するとそこにいろんな人が集まっていて、

同じような気持ちでやっている人もいたりす

るので、そういう理由でやりたいと思って始

めたのですが、いろんな人を誘うというのは

やはり難しくて。でも、もしかしたら、全く

興味がなくてもその場に身を置くということ

から１回は参加し、そこに何も得るものがな

ければそれまででしょうが、何となく参加し

てみてそこから面白いなとか思わなくても続

けていくことで始まる何かがあるかもしれな

いので、その場に身を置けるような環境を大

学がつくったりするのもいいのかなと思いま

す。 

白木 自分は防犯ボランティアのほかに町お

こしボランティアである「夜空カフェ」とい

うところと、学校でもサークルに二つ入って

いて、どちらもボランティア活動に関するサ

ークルです。自分はボランティアに対して新

しいことができる場所、新しい出会いがある

場所という捉え方があって、みんなに理解は

されないのですが、皆さんが言われたとおり、

見返りを求める人が多いというのですごく共

感がありました。学校側も履歴書に空欄をつ

くるなという呼び掛けで、ボランティアをや

れとは言うのですが、協力はあまりない状態

です。 

 あと、自分のクラスは救命ということもあ

って消防に行きたい人が多いので、警察ボラ

ンティアに誘っても「自分は消防だから」と

か、ほかの町おこしボランティアとかに誘っ

ても、「何でそんな将来に直接利益がない、関

わりのないものをやらなければいけないの

か」と言われるので、誘うというのはとても

難しい問題だと思います。 

杉浦 私がボランティアをやった理由は、シ

ンプルに人に尽くすのが好きだからです。世

間の皆さんが私みたいに人に尽くすのが大好

きであるのならばボランティアをやると思い

ますが、そうもいかないので、それが一番問

題かと思います。どうしたらボランティアを

する人が増えるのかという問題は、ボランテ

ィアの楽しさを知ればもっと増えていくのか

なとは思います。子どもたちが成長していく

姿を間近で見られるのはこのボランティアの

特徴でもあるので、そこを一度体験してくれ

れば増えることにつながっていくのではない

かと思います。 

野口 今おっしゃったように、やる機会がな

ければ感想も出てこないですし、そういう意

味では学校の中で座学も大事ですが、ボラン

ティア活動という場をつくってあげるという

こともある程度必要なことだと思います。そ

こで何も感じないでやめていく人は、それは

強要するわけにはいかないことです。でも、

やってみてよかった、私でも役立つのだ、と

思ってみたり、相手からフィードバックをも

らって、かえって自分が元気になり、支援に

必要な技術を磨きだす学生もいました。科目

の単位にするにはいろいろ議論があるかと思

いますが、そういう場を教員なり職員が与え

るというのも裾野を広げていくことのなるし、

体験してもらうという場をつくるのも良い結

果が出てくるのではないかと感じました。 

P28-38.indd   37 2019/11/20   17:36:58



38  

 そろそろ時間になりました。皆さま、あり

がとうございました。いろいろ困難があって

も乗り越えていけるということと、そういう

力があることが今日はよく分かりました。学

生を信じてより良い支援を考えていきたいと

思います。また次回につなげることとし、本

日は、これで終わらせていただきます。 

パネリストの皆さま、ありがとうございま

した。会場の皆さまも長い間どうもありがと

うございました。 
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公益財団法人全国防犯協会連合会 

専務理事 田中 法昌氏 
 
 
 

聴衆の皆さん、午後の長い間お疲れさまで

した。スピーカーの皆さま、東京に来ていた

だきましてありがとうございます。 

さて、ボランティア、特に防犯ボランティ

アをやる人は全国でたくさんいらっしゃり、

青色パトカーや徒歩のパトロールなど、さま

ざまな形で防犯に努力されています。その中

でも少年対象のボランティアは非常に重要で

す。どんな犯罪者も子どもであった時代があ

るわけですから、子どものときに立ち直り支

援がうまくいけば、大人になって犯罪をする

人は減るわけです。今いろいろ問題になって

いる児童虐待も、児童虐待をする人の多くが、

少年時に自分も虐待をされているわけです。

自分が虐待された時点で何とか立ち直りをさ

せていれば、その後の悲劇も防げたはずであ

るということで、そういう面で皆さんの活動

というのは極めて有意義な活動だと思います。 

ところで、私が、今危惧していることにつ

いてお話ししたいと思います。最初に警察庁

の少年課長も言っていましたが、少年の非行

は６分の１になりました。全犯罪で言っても

３割程度に減少して、今年も大幅に減ってい

ますから恐らくピーク時の４分の１になるだ

ろうと思います。犯罪は非常に減っていて、

非行少年も激減しています。大変良いことで

す。しかし、一方でサイバー世界の中で問題

が生じていると思います。 

私が仕事上やむなく携帯を持たされたのは

25年ぐらい前のことです。パソコンが普及し

たのはWindows95以降ですから、これも25

年ぐらいにしかならないわけです。パソコン

によってさまざまな検索ができる、携帯によ

ってメールができるということで、世界と簡

単につながることができるようになりました。

このパソコンと電話という二つがばらばらだ

った間は、それほどの問題は生じなかった。 

問題はこの二つが一緒になったことです。

特にiPhoneなどのスマートフォンができて

以降です。ほんの10年足らずの話です。今や、

５割ぐらいの小学生が持っており、10年前と

は全く状況が変わってきているわけです。 

今は家の固定電話がありませんから、少

年・少女が小学校１年から携帯を持っている。

その携帯は高性能で、いろいろな形で人とつ

ながることができるコンピューターであり、

これを常時持っている状況なのです。子ども

が高性能のスポーツカーを運転しているよう

な状況になっているのです。少年非行の激減

の背景にはこういう状況があるのではないか。

つまり、リアルワールドの非行がサイバーワ

ールドに移転しただけではないかという気も

するわけです。 

皆さんより年上の人たち、つまり今の社会

人がこのような危険な状況を改善しようと頑

張っているのですが、小学生、中学生から慣

れ親しんでいた人には技術的に劣るわけです。

これから社会人になる皆さんであれば、少し

努力すれば今の子どもたちを指導すること、

すなわちサイバー補導がうまくできると思い

ます。 

皆さんの力、今日の熱意・熱気をぜひそち

らのほうにも発揮していただくことをお願い

しまして私のあいさつとします。これからも

どうぞよろしくお願いします。 

講   評 
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公益社団法人全国少年警察ボランティア協会副理事長 
東京少年補導員連絡協議会会長 

 関口 充氏 
 
 

ただ今ご紹介いただきました公益社団法人

全国少年警察ボランティア協会副理事長の関

口です。簡単ではございますが、閉会のごあ

いさつを申し上げます。 

全国少年警察ボランティア協会では、大学

生ボランティアの意識を深め、連帯意識を高

めるなどの目的のために合同研修会を東西に

分けて毎年度実施しています。今年度は東日

本の研修会ということで北海道地区から中部

地区までの学生、教職員、警察関係職員の皆

さまにお集まりいただきました。 

本日の研修会は、最初に警視庁生活安全部

少年育成課主査、原俊明様より基調講演をい

ただき、都道府県を代表した６名の学生ボラ

ンティアの方々がパネリストとなって野口京

子先生のコーディネートによってパネルディ

スカッションを行っていただきました。ご講

演およびパネルディスカッションでご登壇い

ただきました皆さま、大変お疲れさまでした。

そして会場の皆さま、大変長い時間ご聴講を

ありがとうございました。私どもと致しまし

ては、本日の研修が皆さまの今後のご活躍に

お役に立てればと願う次第です。 

本日の研修会の内容は「全国少年警察ボラ

ンティア研修会報告書」という冊子にまとめ、

都道府県少年警察ボランティア協会などに届

け、関係機関に献本などをしますので、ご覧

になっていただく機会がありましたら、ぜひ

ご覧いただきますようお願いします。 

私ども全国少年警察ボランティア協会では、

今後とも少年警察ボランティアの皆さまの活

動に資する研修およびパネルディスカッショ

ンなどを実施していきます。皆さまのご協

力・ご支援をいただきますよう、よろしくお

願いします。簡単ではございますが、本日お

集まりの皆さまのご健勝とご活躍を祈念しま

して、私のあいさつとさせていただきます。

ありがとうございました。 

閉会あいさつ 
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質問 １  

1-1 　 　

回答数 (％）

1 26 34.2%

2 16 21.1%

3 15 19.7%

4 8 10.5%

5 11 14.5%

1-2 　 　

回答数 (％）

1 30 39.5%

2 18 23.7%

3 4 5.3%

4 3 3.9%

5 2 2.6%

6 1 1.3%

7 1 1.3%

8 1 1.3%

9 1 1.3%

10 15 19.7%

　無回答

全国少年警察学生ボランティア研修会アンケート調査結果一覧
【北海道～中部地区】

実施日　令和元年９月５日(木)
　　　　　　　・　参加学生数 　８２名　アンケート提出者数　７６名

（回収率９２．６%）

　　　　・　(％）はアンケート提出者７６名に対する割合

質　　問　　内　　容

 

　  ディスカッションのテーマやパネリストについて

　他の大学の取り組みや県の取り組みについて知ることができて良かった。

　とてもわかりやすく、、素晴らしい内容ばかりで、自分自身も考えさせられるパネルディスカッショ
ンだった。

　同じ大学生の活動を聞いて、考えさせられ、自分ももっといろいろな活動をしてみたくなった。

　講演のテーマや講師について

　実際の現場で働いている方の話を聞いて、説得力があり、大変参考になった。

　経験による具体的な事例から少年達の事情（犯罪を起こす理由等）を知ることができた。

　少年達との関わり方について、相手の立場になって話を聞くことの重要性を学ぶことができた。

　学生ボランティアの心構えを学ぶことができた。

　今後の活動への洞察が深まった。

　活動報告、感想のみで、テーマの結論が出ていないように思えた。もっとその人の気持ちや考え
方の話を聞きたかった。

　大学と協力して支援を行った話を聞いて、大学生にしかできない方法で素晴らしいと思った。

　色々と考えて活動していると思った。特に埼玉県と岐阜県の活動はとても参考になり良かった。

　自分の大学では全く連携がないので、自分がつなぎ役となる必要があることを感じた。

　根本に立ち返ったテーマを受け、より一層自己啓発の意欲が高まった。

　無回答

質　　問　　内　　容
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質問 ２ 　 　

回答数 (％）

71 93.4%

3 3.9%

2 2.6%

質問 ３

回答数 (％）

1 2 2.6%

2 1 1.3%

3 1 1.3%

4 1 1.3%

5 1 1.3%

6 1 1.3%

7 1 1.3%

9 68 89.5%

　 　 　

質問 ４

回答数 (％）

1 17 22.4%

2 9 11.8%

3 23 30.3%

4 18 23.7%

5 6 7.9%

6 8 10.5%

7 3 3.9%

8 2 2.6%

3 3.9%

3 3.9%

　他の時期がよい主な理由

　実習や就職活動と重なる。

　９月は教育実習がある。

　９月下旬だと参加しやすい。

その他研修会についてご意見や要望

実施の時期

　今回の時期で(９月上旬)でよい

　他の時期がよい

　無回答

　せっかく他の県の大学生が集まっているので、グループディスカッションがあるといいなと思った。

　質問したかったが、流れや時間の面からできなたった。質疑応答の際、もっと学生に問いかける
機会を増やして欲しい。

　昨年行われた西日本での研修内容も気になった。

　毎年、もっと多くの学生がこの研修を受けられるような機会があればいいなと思った。

　護身術的な研修会ももっと増やして欲しい。

　少年警察ボランティアの働きかけで

　他都道県の学生と個別に意見交換会ができる機会があるといいなと思った。

　少年とのコミュニケーションの研修会があると良いと感じた。

　無回答(特になしを含む)。

少年警察学生ボランティアの存在を知ったきっかけ(２つ以内回答)

　全国少年警察ボランティア協会のホームページを見て

　大学のボランティア登録をしていて紹介された

9

（
そ
の

他

）

　警察のホームページを見て

  友人・知人等の誘われて

　大学(授業・ゼミ・その他)の教官（教授）から聞いて

　大学の先輩・友人から誘われて

　大学内掲示板の案内・募集ポスターなどによって

　警察や警察職員から聞いて

　大学のクラブやサークルを通して

質　　問　　内　　容

質　　問　　内　　容

質　　問　　内　　容
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質問 ２ 　 　

回答数 (％）

71 93.4%

3 3.9%

2 2.6%

質問 ３

回答数 (％）

1 2 2.6%

2 1 1.3%

3 1 1.3%

4 1 1.3%

5 1 1.3%

6 1 1.3%

7 1 1.3%

9 68 89.5%

　 　 　

質問 ４

回答数 (％）

1 17 22.4%

2 9 11.8%

3 23 30.3%

4 18 23.7%

5 6 7.9%

6 8 10.5%

7 3 3.9%

8 2 2.6%

3 3.9%

3 3.9%

　他の時期がよい主な理由

　実習や就職活動と重なる。

　９月は教育実習がある。

　９月下旬だと参加しやすい。

その他研修会についてご意見や要望

実施の時期

　今回の時期で(９月上旬)でよい

　他の時期がよい

　無回答

　せっかく他の県の大学生が集まっているので、グループディスカッションがあるといいなと思った。

　質問したかったが、流れや時間の面からできなたった。質疑応答の際、もっと学生に問いかける
機会を増やして欲しい。

　昨年行われた西日本での研修内容も気になった。

　毎年、もっと多くの学生がこの研修を受けられるような機会があればいいなと思った。

　護身術的な研修会ももっと増やして欲しい。

　少年警察ボランティアの働きかけで

　他都道県の学生と個別に意見交換会ができる機会があるといいなと思った。

　少年とのコミュニケーションの研修会があると良いと感じた。

　無回答(特になしを含む)。

少年警察学生ボランティアの存在を知ったきっかけ(２つ以内回答)

　全国少年警察ボランティア協会のホームページを見て

　大学のボランティア登録をしていて紹介された

9

（
そ
の

他

）

　警察のホームページを見て

  友人・知人等の誘われて

　大学(授業・ゼミ・その他)の教官（教授）から聞いて

　大学の先輩・友人から誘われて

　大学内掲示板の案内・募集ポスターなどによって

　警察や警察職員から聞いて

　大学のクラブやサークルを通して

質　　問　　内　　容

質　　問　　内　　容

質　　問　　内　　容

質問 ５
　 　

回答数 (％）

1 37 48.7%

2 37 48.7%

3 34 44.7%

4 30 39.5%

5 21 27.6%

6 14 18.4%

7 7 9.2%

8 4 5.3%

1 1.3%

1 1.3%

1 1.3%

質問 ６

回答数 (％）

1 27 35.5%

2 13 17.1%

3 21 27.6%

4 7 9.2%

5 7 9.2%

6 1 1.3%

質問 ７
　 　

回答数 (％）

1 39 51.3%

2 32 42.1%

3 28 36.8%

4 24 31.6%

5 3 3.9%

6 6 7.9%

5 6.6%

4 5.3%

3 3.9%

3 3.9%

1 1.3%

1 1.3%

1 1.3%

8 4 5.3%

９

（
そ
の
他

）

アルバイトで塾の講師をしており、少年と関わっているのでそこでの能力を健全育成として対応さ
せていきたいと思ったから。

少年法等のゼミに入り、少年の健全育成を実際に行動として活かしたいと思ったから。

自分も不良行為等をしてしまおうかなと思ったことがあり、後悔したことがあったから。

少年警察学生ボランティア参加の動機(複数回答)

　少年の非行防止や健全育成に興味があった。

　大学生として、社会貢献活動、ボランティア活動をしてみたかった。

　警察の仕事に興味があった。

　少年警察学生ボランティアの経験年数

　半年未満

　半年以上１年未満

　１年以上２年未満

　２年以上３年未満

　少年に関わる活動がしてみたかった。

　自身の進路選択に役に立つと思った。

　先輩・友人・警察職員・少年警察ボランティアから勧められた。

　大学（授業・ゼミ・その他）の教官等から勧められて。

大学の授業、ゼミ等の一環として。

7

（
そ
の
他

）

　防犯教室

　キャンペーン等非行防止啓発活動

　農業体験以外の立ち直り支援活動

　児童養護施設等への訪問

　３年以上

　無回答

少年警察学生ボランティアとして、どんな活動をしたか(複数回答)

　農業体験を通じた立ち直り支援活動

　情報モラル教室

　研修会等への参加

　職業体験

　無回答(委嘱期間が短く経験がないという理由の者も含む)

　街頭補導

　学習指導

　地域ふれあい活動(清掃活動・スポーツ活動・植樹活動・社会福祉活動など)

　少年相談

　インターネット利用によるサポート活動　

質　　問　　内　　容

質　　問　　内　　容

質問内容
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質問 ８

回答数 (％）

1 71 93%

2 2 3%

1 1%

1 1%

4 1 1%

質問 ９

１位 ２位 ３位

26 8 9

34.2% 10.5% 11.8%

18 9 8

23.7% 11.8% 10.5%

10 7 5

13.2% 9.2% 6.6%

9 20 12

11.8% 26.3% 15.8%

7 13 7

9.2% 17.1% 9.2%

3 7 10

3.9% 9.2% 13.2%

2 2 2

2.6% 2.6% 2.6%

質問１０

回答数 (％）

1 54 71.1%

2 37 48.7%

3 21 27.6%

4 19 25.0%

5 19 25.0%

6 0 0.0%

7 8 10.5%

ボランティアを行うことで、大学から受けられる評価の有無

　無回答

少年警察学生ボランティアとしてやってみたい活動(複数回答～順位をつけて)

活動内容　　　　　　　　　　                         順位

1
　 地域ふれあい活動(清掃活動・スポーツ活
動・植樹活動・社会福祉活動など)

　単位は与えられない

　単位が与えられる

3

（
そ
の

他

）

　ゼミの中での活動として評価してもらえる。

　大学から賞をもらったので、評価してくれていると思う。

2 　学習指導

3 　街頭補導

4 　少年相談

5 　農業体験を通じた立ち直り支援活動

6 　インターネット利用によるサポート活動

7 　無回答

　少年の特性や人権

　街頭補導要領

　その他 (       )

　無回答（受けていないと答えた者を含む）

警察や府県の協会から受けた研修や指導内容(複数回答)

　少年警察学生ボランティアとしての心構え

　少年非行の現状

　活動時の危険防止

質　問　内　容

質　　問　　内　容

質問１１

回答数 (％）

1 6 7.9%

2 4 5.3%

3 4 5.3%

4 3 3.9%

5 3 3.9%

6 1 1.3%

7 1 1.3%

8 1 1.3%

9 1 1.3%

10 1 1.3%

11 51 67.1%

質問１２

回答数 (％）

1 12 15.8%

2 11 14.5%

3 9 11.8%

4 4 5.3%

5 4 5.3%

6 4 5.3%

7 3 3.9%

8 2 2.6%

9 2 2.6%

10 1 1.3%

11 24 31.6%

受けてみたい研修や指導内容(複数回答)

　少年相談要領

　無回答（特になし）

　少年非行の現状（サイバー犯罪等）、少年の特性や人権、心構え

　児童養護施設・少年鑑別所等への施設訪問・見学

　街頭補導の実演習

　少年との関わり方（コミュニケーションの取り方）

　スポーツ等による交流・支援

　少年との対話要領

　話してみると普通の子が多かった。

　大学の座学だけでは学べないことをたくさん学べた。

　ルールを軽く考えていた少年に、その危険性を伝えることができた。学習支援で「勉強が楽しい」
と伝えられた。

　ボランティアの経験は初めてだったので、新しいことに挑戦できて良かった。

　無回答(委嘱期間が短く「経験がない」「特にない」という理由で記載していない者を含む)。

少年警察学生ボランティアを経験して感じたこと、本当によかったこと。

　少年が心を開き、話してくれることが多くなってきた時、たくさんの笑顔が見れたことが嬉しかっ
た。

　少年達と一緒に自分も成長することができた。今後に役立った。

　警察官の方とふれあえ、身近に感じることができた。多くの人と関わることができた。

　少年達との距離感や接し方を学ぶことができた。

質　　問　　内　　容

質　　問　　内　　容

　子供達の楽しんでいる姿を見て、自分たちの活動が子供たちのためになっていることが実感でき
た。

　活動を通じて少年非行について多くのことを学べた。今後も少年の手助けをしたい。

　大学生としてできること

　被災地での支援活動

　警察関係以外の関係機関や専門家の方と関わる機会
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質問 ８

回答数 (％）

1 71 93%

2 2 3%

1 1%

1 1%

4 1 1%

質問 ９

１位 ２位 ３位

26 8 9

34.2% 10.5% 11.8%

18 9 8

23.7% 11.8% 10.5%

10 7 5

13.2% 9.2% 6.6%

9 20 12

11.8% 26.3% 15.8%

7 13 7

9.2% 17.1% 9.2%

3 7 10

3.9% 9.2% 13.2%

2 2 2

2.6% 2.6% 2.6%

質問１０

回答数 (％）

1 54 71.1%

2 37 48.7%

3 21 27.6%

4 19 25.0%

5 19 25.0%

6 0 0.0%

7 8 10.5%

ボランティアを行うことで、大学から受けられる評価の有無

　無回答

少年警察学生ボランティアとしてやってみたい活動(複数回答～順位をつけて)

活動内容　　　　　　　　　　                         順位

1
　 地域ふれあい活動(清掃活動・スポーツ活
動・植樹活動・社会福祉活動など)

　単位は与えられない

　単位が与えられる

3

（
そ
の

他

）

　ゼミの中での活動として評価してもらえる。

　大学から賞をもらったので、評価してくれていると思う。

2 　学習指導

3 　街頭補導

4 　少年相談

5 　農業体験を通じた立ち直り支援活動

6 　インターネット利用によるサポート活動

7 　無回答

　少年の特性や人権

　街頭補導要領

　その他 (       )

　無回答（受けていないと答えた者を含む）

警察や府県の協会から受けた研修や指導内容(複数回答)

　少年警察学生ボランティアとしての心構え

　少年非行の現状

　活動時の危険防止

質　問　内　容

質　　問　　内　容

質問１１

回答数 (％）

1 6 7.9%

2 4 5.3%

3 4 5.3%

4 3 3.9%

5 3 3.9%

6 1 1.3%

7 1 1.3%

8 1 1.3%

9 1 1.3%

10 1 1.3%

11 51 67.1%

質問１２

回答数 (％）

1 12 15.8%

2 11 14.5%

3 9 11.8%

4 4 5.3%

5 4 5.3%

6 4 5.3%

7 3 3.9%

8 2 2.6%

9 2 2.6%

10 1 1.3%

11 24 31.6%

受けてみたい研修や指導内容(複数回答)

　少年相談要領

　無回答（特になし）

　少年非行の現状（サイバー犯罪等）、少年の特性や人権、心構え

　児童養護施設・少年鑑別所等への施設訪問・見学

　街頭補導の実演習

　少年との関わり方（コミュニケーションの取り方）

　スポーツ等による交流・支援

　少年との対話要領

　話してみると普通の子が多かった。

　大学の座学だけでは学べないことをたくさん学べた。

　ルールを軽く考えていた少年に、その危険性を伝えることができた。学習支援で「勉強が楽しい」
と伝えられた。

　ボランティアの経験は初めてだったので、新しいことに挑戦できて良かった。

　無回答(委嘱期間が短く「経験がない」「特にない」という理由で記載していない者を含む)。

少年警察学生ボランティアを経験して感じたこと、本当によかったこと。

　少年が心を開き、話してくれることが多くなってきた時、たくさんの笑顔が見れたことが嬉しかっ
た。

　少年達と一緒に自分も成長することができた。今後に役立った。

　警察官の方とふれあえ、身近に感じることができた。多くの人と関わることができた。

　少年達との距離感や接し方を学ぶことができた。

質　　問　　内　　容

質　　問　　内　　容

　子供達の楽しんでいる姿を見て、自分たちの活動が子供たちのためになっていることが実感でき
た。

　活動を通じて少年非行について多くのことを学べた。今後も少年の手助けをしたい。

　大学生としてできること

　被災地での支援活動

　警察関係以外の関係機関や専門家の方と関わる機会
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質問１３

回答数 (％）

1 36 47.4%

2 4 5.3%

3 4 5.3%

4 3 3.9%

5 1 1.3%

6 1 1.3%

7 1 1.3%

8 1 1.3%

9 1 1.3%

10 24 31.6%

回答数 (％）

1 33 43.4%

2 14 18.4%

3 10 13.2%

4 8 10.5%

5 5 6.6%

6 5 6.6%

7 無回答 1 1.3%

回答数 (％）

1 4 5.3%

2 1 1.3%

3 1 1.3%

4 1 1.3%

5 1 1.3%

6 1 1.3%

7 1 1.3%

8 1 1.3%

9 1 1.3%

10 64 84.2%

　コミュニケーションをとるために様々なきっかけがああるといいと思った。

　無回答(委嘱期間が短く「経験がない」という理由で記載していない者を含む)。

 触れ合った少年たちを見て感じたこと

　色々と問題を抱えている子でも、皆一様に私たちと変わらない普通の優しい素直な子供たちであ
ることがわかった。

　怒る大人には怯え、優しくしてくれる大人には従う態度が見られ、少年達の姿勢を考えさせられ
た。大人を頼りにしていないと感じた。

　最初に話しかけた時にはなかなか目を見て話してもらえることが少ないと感じ、反抗的だったが、
最後は笑って話し合えた。

　農業体験等活動している最中、すごくキラキラしているということがいつも印象的だった。自分もう
れしくなった。

　学習支援の際に、年相応の教養がない子が多いと感じた。

　自暴自棄になっている子がいると感じた。何か熱中できるもの、達成感等自信がつくことを見つけ
られたら楽になるのかなと思った。

　研修会のあとに自由に交流の取れる時間（立食パーティー等）が欲しい。

　公務員（法務教官、刑務官、自衛官､家庭裁判所調査官等）

　臨床心理士・看護師（精神保健福祉士を含む）

（思案中、未定を含む。）

質問１５　警察や全国少年警察ボランティア協会への意見や要望、その他

質問１４　将来への志望は

　警察官や少年補導職員

　その他  （会社員、自営業等）

　教員（幼稚園、小･中･高校）保育士

　子供に関われる仕事

　ボランティアのOB・OGの方との関りもあると活動がより広まるのではないかと思う。

　私の県は学生、少年とも数が少なく、活動の幅が広がらない。

　このような研修会に大学の関係者の方々も参加してもらえたら理解が得られ、大学を巻き込んだ
活動つながると思う。

　無回答～（特になし）を含む。

質　　問　　内　　容

　関わった少年達は「強さ」に執着していると感じた。

　野口先生がおっしゃった音楽は良いと思う。言葉にできないことも音楽なら伝えられることがある
と思った。

　ボランティア活動に参加し始めて間がないため、経験は浅いが、今後積極的に参加していきた
い。

　時間がとれず、これまでほとんど参加できてなかったが、今回参加して自分もなにがしかの形で
かかわりたいと思った。

　他県との交流の機会をもっとあってもいいと思う。

　このような素晴らしい研修会に参加できてよかった。このような合同での研修会を今後も多くやっ
て欲しい。

質　　問　　内　　容

質　　問　　内　　容

　自分の居場所や存在を表現する機会がないために、学校内での非行に走ると感じた。
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